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大大学学のの中中期期目目標標 大大学学のの中中期期計計画画

①－４　国際社会の発展に寄与する人材を育成する
ため，ジョイント・ディグリー・プログラムをはじめとす
る海外大学との共同教育プログラムを新たに10件以
上開設するなど，国際通用性のある大学院教育を実
施する。

（（４４））入入学学者者選選抜抜にに関関すするる目目標標
①広く世界に優秀な人材を求め，本学の教育を受

けるにふさわしい学力・能力を備えた人材を多様
な選抜制度により受け入れる。

①－１　第2期中期目標期間に導入した，入学後に
所属する学部を決める「総合入試」制度を検証する。
また，ボーダレスなグローバル社会をリードする意欲
と資質を持った人材を人物本位で選抜するため，平
成30年度入試から国際バカロレア等を用いた｢国際
総合入試」を開始する。さらに，大学院課程を中心
に，テレビ会議システム，海外オフィスを活用した渡
日前入試を拡大するなど，国際化に対応した入学者
選抜を実施する。

①－１　世界トップレベルの研究を推進するため，医
療・創薬科学分野，食・健康科学分野，物質・材料科
学分野，フィールド科学分野等の本学が強みを有す
る重点領域研究に対し，研究費・人材・スペース，リ
サーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）等を活用した全
学的研究マネジメントによる支援を行う。これらによ
り，新たな部局横断型研究プロジェクトを5件以上創
出する。

①－３　第2期中期目標期間に竣工した「フード＆メ
ディカルイノベーション国際拠点」を核として，企業等
と本学が対等な立場で研究を行う「イコールパート
ナーシップ」に基づいた産業創出部門等を5件以上開
設するなど，社会実装，イノベーション創出に向けた
産学官協働研究を推進する。

①－１　平成28年度に「国際連携機構」を設置し，全
学的な連携体制を再構築する。また，総長直轄の国
際連携研究教育局(ＧＩ-CoRE)に新たなグローバルス
テーションを5拠点以上設置し，ASEAN，北米に新た
な海外オフィスを開設するなど，戦略的・組織的な国
際連携を推進する。

①－２　学際的な知的交流を促進するため，世界の
研究者と協力して夏の北海道で国内外の学生を教
育する「サマー・インスティテュート」，連携した海外大
学で，本学と世界の学生が共に学ぶ「ラーニング・サ
テライト」等，多様な教育プログラムを展開する。これ
らにより，日本人学生の海外留学経験者を1,250名
以上，外国人留学生の年間受入数を2,200名以上に
増加させる。

２２　　研研究究にに関関すするる目目標標
（（１１））研研究究水水準準及及びび研研究究のの成成果果等等にに関関すするる目目標標

①持続可能な社会を次世代に残すため，グローバ
ルな頭脳循環拠点を構築し，世界トップレベルの
研究を推進するとともに，社会課題を解決するた
めのイノベーションを創出する。

①－２　本学の特長である高度な研究設備を学内外
に共用するシステム「オープンファシリティ」におい
て，最先端設備等の登録台数，利用者数を，平成27
年度比で10％以上，また，設備共用に係る連携・協
力機関等を新たに10機関以上増加させるなど，世界
水準の研究基盤共用プラットフォームに拡充する。

（（２２））研研究究実実施施体体制制等等にに関関すするる目目標標
①研究力を強化するための基盤となる体制を整備

する。

①－３　地方自治体等との協働により，政策提言等
を行うとともに，地域企業との事業化に向けた共同
研究を平成27年度比で10％以上増加させる。

４４　　そそのの他他のの目目標標
（（１１））ググロローーババルル化化にに関関すするる目目標標

①徹底した「大学改革」と「国際化」を全学的に断行
することで国際通用性を高め，ひいては国際競争
力を強化するとともに，世界的に魅力的なトップレ
ベルの教育研究を行い，世界大学ランキングトッ
プ100を目指すための取組を進める。

３３　　社社会会ととのの連連携携やや社社会会貢貢献献及及びび地地域域をを指指向向ししたた教教
　　育育・・研研究究にに関関すするる目目標標

①大学の教育研究活動の成果を活用し，地域・社
会の活性化，課題解決及び新たな価値創造に貢
献する。

①－３　第2期中期目標期間に導入したナンバリング
制度，国際通用性のあるきめ細かなGPA制度等を活
用し，教育課程のさらなる体系化と学修成果の検証
体制の構築を推進する。また，全学部・研究科等に
おいて，積極的にクォーター制の導入を推進し，平成
28年度までに全学部に導入するとともに，平成31年
度までに，全学部・研究科等においてアセスメント・ポ
リシー（学修成果の評価方針）を策定する。

ⅠⅠ　　大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標
　　１１　　教教育育にに関関すするる目目標標

（（１１））教教育育内内容容及及びび教教育育のの成成果果等等にに関関すするる目目標標
①専門的知識に裏づけられた総合的判断力と高い

識見並びに異文化理解力と国際的コミュニケー
ション能力を有し，国際社会の発展に寄与する指
導的・中核的な人材を育成する。

①－１　教職員等の教育力・教育支援力を高めるた
め，平成27年度に開設した「高等教育研修センター」
において，ニーズに対応したファカルティ・ディベロッ
プメント（ＦＤ），スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）等の
研修プログラムを一元的に開発し，実施する。また，
英語による授業を拡充するため，英語を母語とする
講師によるFDプログラムを拡充する。

（（２２））教教育育のの実実施施体体制制等等にに関関すするる目目標標
①教育の質を向上させるため，教育力・教育支援

力を高度化する体制を整備する。

生生命命科科学学院院・・先先端端生生命命科科学学研研究究院院のの第第３３期期中中期期目目標標期期間間ににおおけけるる中中期期計計画画一一覧覧

①－１　グローバルに活躍する力を養うため，第2期
中期目標期間に開設した全学横断的な教育プログラ
ムである「新渡戸カレッジ（学士課程）」及び「新渡戸
スクール（大学院課程）」をさらに充実させた教育内
容で実施し，両プログラムにおいて合わせて延べ
1,000名以上の修了者を輩出する。また，新渡戸カ
レッジ及び新渡戸スクールにおいて，学生の学修過
程を可視化できる修学ポートフォリオを開発し，各学
部・研究科等においても順次導入する。

①－２　学生の主体的な学びを促進させるため，教
育環境の整備を進め，アクティブ・ラーニング及び情
報コミュニケーション技術等を活用した授業科目の開
講数を増加させる。また，社会的ニーズに対応し，全
学部を横断する新たな共通科目群を開設するととも
に，ビジネス・スキル，専門職倫理等の授業科目を
開設する。

生生命命科科学学院院・・先先端端生生命命科科学学院院のの中中期期計計画画

・本学のグローバル化将来計画に基づいた取組-国際通用性のあるカリキュラムや教
育体制の改善。

・キャリアパス教育の充実-多様なキャリアパスの確保。

・ＩＣＴ活用アクティブ・ラーニング授業の導入（Open Edu. Center，新渡戸Ｓとの連携）。

・コチュテル等の共同教育プログラムの導入。

・授業アンケート結果を踏まえ，授業改善を進める。また，ＰＤＣＡサイクルによる検証を
確実に実施する。

・最先端設備，特殊施設などの開放や技術支援を行い，世界トップレベルの研究基盤
プラットフォームの構築・産業技術の発展と知識社会化の推進に寄与する（グローバル
ファシリテーションセンターとの連携）。

・創成研究機構と先端生命科学研究院が連携し，産学連携による研究力強化・社会人
学び直しをグローバルに展開する（機器共用化とともに，地域の社会人と学生共学等
による高度技術人材育成コースの活動強化）。

・学校薬剤師としての活動を推進する（生命科学院）。

・最先端でグローバルな異分野融合研究に関するテーマとして，「ソフトマター分野」の
ＧＩ－ＣｏＲＥを設置。

・ラーニング・サテライトやサマー・インスティテュートへの参画を推進する。

・大学院入試制度の改善と多様化-国際通用性があり，グローバル社会で活躍できる
大学院生の受入れ確保と育成。

・産学連携，国際連携，先端研究基盤に係る機能強化を機動的に推進するため研究院
附属センターを改組。

・留学生の増加，日本人学生の国際化に対応するため，英語による授業の増加を進め
る。

・短期海外留学や海外インターンシップの拡充とその単位化を進める。

・理学部生物科学科(高分子機能学)でクォーター制導入。

・ｅポートフォリオ（ペンタグラムシステム等）を運用し，成績・能力評価に活用する。

・国際化支援室の充実：国際化の更なる促進に対応するため，全ての専攻・コースの留
学生に対する支援体制の整備，機能の充実を図る。

・大学・企業等の組織間協働による産業創出部門等の大型共同研究を推進し，社会実
装，イノベーション創出に向けた産学官協働研究を推進する。

・次世代に持続可能な社会を残すため，横断的・先端的研究領域の様々な課題を解決
する世界トップレベルの研究を推進する。

資料Ⅰ―３  生命科学院・先端生命科学院における中期計画一覧（2016～2021年度）

出典：理学・生命科学事務部庶務担当データ
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生命倫理学特論

（5600）

生命医薬科学概論

（5300）

生命システム科学概

論

（5200）

生命融合科学概論

（5101）

生命システム科学基

礎論

（6210）

細胞機能科学特論

（6132）

生命物質科学特論

（6122）

生命情報分子科学特

論

（6112）

生命科学論文講読Ⅰ

（6402）

生命科学論文講読Ⅱ

（6412）

生命機能制御科学特

論

（6142）

統合物質生命科学特

論

（6162）

ソフトマター科学特論

（6152）

創薬有機合成化学特

論

（6332）

生命薬学特論

（6350）

天然物化学特論

（6322）

創薬化学特論

（6312）

先端有機金属化学特

論

（6342）

生殖発生機構学特論

（6252）

行動システム制御科

学特論

（6240）

環境応答システム科

学特論

（6232）

細胞高次機能学特論

（6222）

生命科学特別講義Ⅱ

（5610）

生命融合科学コース科目群

生命システム科学コース科目群

生命医薬科学コース科目群

特別科目群

生命科学特別講義Ⅲ

（5622）(6622)

生命科学特別講義Ⅳ

（5632）(6632)

生命科学特別講義Ⅴ

（5642）(6642)

生命科学特別講義Ⅵ

（5652）(6652)

生命科学特別講義Ⅶ

（5662）(6662)

生命科学研究

（6002）

生命科学実習

（6502）

特別講義１

（9002）

特別講義２

（9012）

特別演習１

（9022）

特別演習２

（9032）

特別実習１

（9042）

特別実習２

（9052）

海外留学１

（9101）

海外留学２

（9111）
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博
士
学
位
申
請
論
文

生命科学特別研究

（7012）

生命科学文献講読

（7422）

研究提案演習

（7702）

少人数討論型育成プ

ログラム

（7710）

研究科目群

国際研究集会企画プ

ログラム

（7812）

博士海外研究

（7802）

国際化科目群

理系・科学技術系大学院生

のステップアップキャリア形

成Ⅰ

（7900）

キャリアマネジメント

セミナー

（7920）

博士研究者のキャリ

ア開発研究

（7930）

博士インターンシップ

（7940）

キャリア実践科目群

理系・科学技術系大学院生

のステップアップキャリア形

成Ⅱ

（7910）

特別講義１

（9002）

特別講義２

（9012）

特別演習１

（9022）

特別演習２

（9032）

特別実習１

（9042）

特別実習２

（9052）

海外留学１

（9101）

海外留学２

（9111）
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ソフトマター科学概論

（5101）

ソフトマター分子科学特論

（6132）

ソフトマター解析学特論

（6122）

ソフトマター物理学特論

（6112）

ソフトマター科学論文講読Ⅰ

（6202）

ソフトマター科学論文講読Ⅱ

（6212）

ソフトマター設計学特論

（6142）

ソフトマター科学特別講義

（6162）

ソフトマター医工学特論

（6152）

ソフトマター科学研究

（6002）

ソフトマター科学実習

（6302）

特別講義１

（9002）

特別講義２

（9012）

特別演習１

（9022）

特別演習２

（9032）

特別実習１

（9042）

特別実習２

（9052）

海外留学１

（9101）

海外留学２

（9111）
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２．国際性の涵養１．フロンティア精神 ３．全人教育 ４．実学の重視

博
士
学
位
申
請
論
文

ソフトマター科学特別研究

（7012）

ソフトマター科学論文講読

（7222）

国際共同研究提案演習

（7402）

少人数討論型育成プログラ

ム

（7410）

国際学会口頭発表

（7512）

研究科目群

国際研究集会企画プログラ

ム

（7522）

博士海外研究

（7502）

国際化科目群

理系・科学技術系大学院生

のステップアップキャリア形

成

（7600）

博士研究者のキャリア開発

研究

（7610）

キャリア実践科目群

特別講義１

（9002）

特別講義２

（9012）

特別演習１

（9022）

特別演習２

（9032）

特別実習１

（9042）

特別実習２

（9052）

海外留学１

（9101）

海外留学２

（9111）
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学
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臨床薬学特別研究

（7000）

薬学倫理特論

（7200）

臨床薬学論文講読Ⅰ

（7100）

薬物治療学特論

（7630）

臨床薬学論文講読Ⅱ

（7110）

臨床薬学実習

（7700）

臨床薬学技術実習

（7710）

臨床薬学論文執筆実

習

（7120）

医薬品レギュラトリー

サイエンス特論

（7210）

臨床がん化学療法特

論

（7600）

臨床創薬科学特別

講義

（7400）

臨床分子生物学特別

講義

（7300）

臨床薬学外国語コ

ミュニケーション特別

演習

（7801）

医療薬学特別講義

（7500）

臨床薬学特別講義

（7610）

栄養薬理学特論

（7510）

医療疫学特論

（7220）

臨床生薬学特論

（7520）

社会薬学特別講義

（7230）

臨床研究計画法

（7620）

特別講義１

（9002）

特別講義２

（9012）

特別演習１

（9022）

特別演習２

（9032）

特別実習１

（9042）

特別実習２

（9052）

海外留学１

（9101）

海外留学２

（9111）

出典：生命科学院ＨＰ
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　生命科学専攻

講義 演習
実験

実習

（13）実行教育課程表（平成３１年度入学者用）

授業科目 単位 開講期 隔年開講

週当配当時間数
主な対

象学年

教職

課程
備　 　考

資料Ⅰ―６  北海道大学大学院生命科学院規程（別表（第５条関係））生命科学専攻（2019年4月最終改正）
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講義 演習
実験

実習

授業科目 単位 開講期 隔年開講

週当配当時間数
主な対

象学年

教職

課程
備　 　考

※各タームの開始終了時期は授業日数の関係で変わることがあるので行事日程表で確認すること。
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ソフトマター専攻

講義 演習
実験

実習

※各タームの開始終了時期は授業日数の関係で変わることがあるので行事日程表で確認すること。

主な対

象学年

教職

課程
備　 　考授業科目 単位 開講期 隔年開講

週当配当時間数

資料Ⅰ―７  北海道大学大学院生命科学院規程（別表（第５条関係））ソフトマター専攻（2019年4月最終改正）
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資料Ⅰ―８  日本人学生と留学生が共修する教育プログラム「国際研究集会企画プログラム」（2018～2019年度）
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ポスター発表の様子

京都大学　宮﨑特定准教授による講演

生命科学院が「第7回生命科学国際シンポジウム」を開催

　11月1日（ 金 ）， 学 術 交 流 会 館 で
“The 7th International Life-Science 
Symposium（第7回生命科学国際シ
ンポジウム）”を開催しました。本シ
ンポジウムは，国費外国人留学生の優
先配置を行う特別プログラムとして生
命科学院が実施する「次世代の生命科
学グローバルイノベーター養成プログ
ラムInternational Graduate Program,
Tra i n i ng  P rog ram f o r  G l oba l
Innovators in Life Science （IGP-
GILS）」とCollaborative Research and
Education （GI-CoRE）が共催する国
際シンポジウムで，生命科学院の学生
を中心に企画・運営を行いました。
　昨年と同様に本年度も，留学生を含
む若手研究者が自らの研究をトップレ
ベルに発展させる場として，世界で通
用するコミュニケーション・プレゼン
テーションスキルの向上と，若手研究
者同士の交流を目的に開催しました。
留学生63名を含む120名が参加し，口
頭発表およびポスター発表を通して，
活発な意見交換が行われました。
　招待講演では，京都大学白眉セン

ターの宮﨑牧人特定准教授をお招き
し，無細胞系における細胞骨格の形成
機構および細胞骨格が司る細胞機能の
制御機構について，講演いただきまし
た。また，ご自身の豊富な経験を踏ま
えて，若手研究者が今後，科学者とし
て国際的に活躍するための助言をいた
だきました。

シンポジウム終了後は，本年度10月
入学のIGP-GLLS留学生26名の歓迎会
と，優秀口頭発表賞の授賞式を兼ねた
懇親会を中央食堂で行いました。本年
度は，16名の発表者の中からHao Guさ
ん，Mahmoud AbuBakr Ahmed 
Younisさん，Nour Md Mofiz Uddin Khan
さん，石坂優人さんの4名に優秀口頭
発表賞が贈られました。
　本シンポジウムは，北大という世界
中から若手研究者が集まる環境におい
て活発な討論を行うことにより，若手
研究者が将来的に国際的な場で活躍す
るための一助となりました。
　開催にあたりご指導・ご協力をいた
だいた先生方，ご支援をいただいた事
務担当者の方々，準備・運営にご協力

いただいた留学生／学生の方々に深く
お礼申し上げます。

（生命科学院）
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資料Ⅰ―９　IGP関係資料（2018年度）

25



26



 

27



儀儀

堀嬀 嬀

倀倀
伀匀伀匀匀

娀 圀

刀娀 圀 刀娀 圀

28



29



30



31



㠀㠀㠀㠀㠀

̀

　 ☀─　☀─
Michael Rubinstein, Ph.D.
Professor
Departments of Mechanical Engineering & Materials 
Science, Biomedical Engineering, Chemistry and 
Physics, Duke University

　

Costantino Creton, Ph.D.
CNRS Research Director
ESPCI, PSL Research University, and CNRS

32



Ā

̀

33



34



35



 

36



or
 C

on
su

la
r O

ffi
ce

 in
 y

ou
r h

om
e 

co
un

tr
y.

  I
t i

s n
ot

 n
ec

es
sa

ry
 fo

r M
EX

T 
sc

ho
la

rs
hi

p 
st

ud
en

ts
 to

 su
bm

it 
“c

er
tif

ica
te

 o
f

el
ig

ib
ili

ty
” w

he
n 

yo
u 

ob
ta

in
 a

 v
isa

.  
De

ta
ile

d 
in

fo
rm

at
io

n 
w

ill
 b

e 
pr

ov
id

ed
 in

 la
te

 Ju
ly

.

It 
is 

a 
ru

le
 th

at
 e

ve
ry

 p
ro

sp
ec

tiv
e 

st
ud

en
t’s

 a
dm

iss
io

n 
ap

pl
ica

tio
n 

do
cu

m
en

ts
 m

us
t b

e 
fil

ed
 a

t t
he

 G
ra

du
at

e 
Sc

ho
ol

3
7



3
8



Graduate Program 

International Graduate Program: 
Training Program for Global 
Innovators in Life Sciences (IGP) 

Graduate School of Life Science 
Hokkaido University 

June 4, 2019 

Dear : 

This is to verify that Hokkaido University has decided to 
recommend you as a Japanese Government-financed scholarship 
student who studies under the International Graduate Program: 
Training Program for Global Leaders in Life Sciences (IGP). The 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Techn ology, 
Japan (MEXT) will send you an official letter of acceptance 
through Hokkaido University in late June, 2019. 

To receive the 3-year scholarship from October of 2019, you are 
obligated to fulfill the following commitments: 
1. You must withdraw your application for any other scholarships

offered by any other organizations.
2. You must come to Japan no later than early October, 2019 and

complete the Ph.D coursework at the Transdisciplinary Life
Science Course or Biosystems Science Course, Division of Life
Science, or Division of Soft Matter, Graduate School of Life
Science, Hokkaido University under the International Graduate
Program: Training Program for Global Innovators in Life
Sciences (IGP). No change to any other division or academic
institutions will be admitted.

Sincerely, 

Masakane Yamashita 
Program Director of IGP and 
Dean of the Graduate School of 
Life Science, Hokkaido University 
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Training Program for Global Leaders in Life Sciences 
Self-Assessment Form on Achievement Status of Graduation Policies 

Date: 

Name: Student Identification Number 

Chief Supervisor: 

Associate Supervisors: 

Doctoral Dissertation Title: 

Current Status of Achievement of the Program Goals: 

*Program students are required to have learned the following three goals: "ability to
conduct research independently in the field of life sciences," "power of knowledge
ranging to the latest life science research findings," and "international communication
competence to conduct research on a global basis" when they complete the program, and
they must submit achievement status report on those goals during their doctoral course
of study by way of their supervisor to the IGP Committee by e-mail.
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出典: 生命科学院IGP運営委員会



Hokkaido UniversityĀ
Sustainability WeeksĀ

Ā

Ā

資料Ⅰ―10　SDGs FD講演会（2018年度）

42



「SDGs（Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）」は、2015年の国連サミットで採択され
た「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実
現するための17のゴール・169のターゲットには、日本でも企業・自治体等が取り組んでおり、本学でも取り組
みが活発化しています。

　日本政府は拡大版SDGsアクションプラン2018やロードマップを定め、様々なステークホルダーの分野を超え
た協働・共創を呼びかけています。一方、経済・社会・環境の側面を持つSDGsは、科学技術イノベーション
（STI）への期待も大きく、文部科学省は8月に「STI for SDGs 文部科学省施策パッケージ」を策定しました。
このような状況から、SDGsについて理解を深めることができるよう、「SDGs勉強会」をファカルティ・ディベ
ロップメントを兼ね、一般公開で開催しました。

［第一部］ファカルティ・ディベロップメント FD 講演会

●「SDGs達成に取り組む世界の動き」

株式会社TREE 代表取締役　水野 雅弘 氏
●「科学技術イノベーション（STI）とSDGs」

科学技術振興機構 経理部長　柴田 孝博 氏
科学技術振興機構 持続可能な社会推進室　植田 奈穂子 氏

●「北大の科学技術研究教育とSDGs、その先の、道へ」
北海道大学 大学院先端生命科学研究院 研究院長　出村 誠

［第二部］意見交換会

第一部の講師を囲んで幅広くSDGsに関心ある参加者との意見交換会を行いました。
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コミュニケーション能力

..
人人

育育
成成

北大と帝人株式会社の連携プログラム

本学の博士後期課程学生 （分野不問，定員 名）

年

生
命
科
学

博
士
後
期
課
程

科
目

アイディア発想のためのブレインストーミングと 法

企業に提案する新規技術の創出

企業における研究開発・マーケティング講座

効果的なプレゼンテーション作成法

成果発表会（帝人株式会社 東京本社にて）

担当教員：石原 誠一郎 助教 （大学院先端生命科学研究院）

お申込み・お問い合わせ

ワークショップ形式での実践的授業

博士課程の研究テーマをもとに企業に

新しいアイデアを提案しましょう．

普段の研究活動には支障が出ないよ

う開催日程に配慮します．

まずは，お気軽にお問合せください．

アイディア発想力，

の育成を目指します！

プレゼンテーション力

対象

の向上を目指します！

単位

通年不定期

資料Ⅰ―11　企業との少人数討論型育成プログラム（2018年度）
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最終報告会の様子ブレインストーミング法によりカードでまとめ
られたアイデア

今年度の受講生（東京の帝人株式会社本社前にて）

生命科学院　博士後期課程科目「少人数討論型育成プログラム」
（北大帝人ブレーンストーミングワークショップ）を実施

　博士後期課程を対象とした生命科学
院選択科目および大学院共通授業科目
として，帝人株式会社と連携して「少
人数討論型育成プログラム」（北大帝
人ブレーンストーミングワークショッ
プ）を実施しました。本講義は8月20
日（火）から2月18日（火）までの間
に全10回のワークショップとして開講
され，先端生命科学研究院の石原誠一
郎助教が担当しました。今年度は3名
の博士後期課程の学生（生命科学院2
名，農学院1名）が受講しました。
　本講義は平成19年度に初めて開講さ
れ，今年度で13回目を迎えます。産学
連携によるワークショップ形式の授業
を通じて，少人数でアイデアを創出す
る方法論を学び，新規技術に関するア
イデアを各履修者がまとめ上げ，プレ
ゼンテーションを行うことを目標とし
ました。また帝人株式会社から実際に
研究開発に携わっているご担当者の方
を本学にお招きし，マーケティングや
企業における研究開発について講義い
ただきました。これらを通して，アイ
デア創出力，コミュニケーション能
力，プレゼンテーション能力の育成を
目指しました。
　全10回の講義のうち計8回の講義で

アイデアの創出とプレゼンテーション
のブラッシュアップを行いました。ア
イデアの創出のためにブレインストー
ミング法を取り入れました。ブレイン
ストーミング法とは，少人数のメン
バーで自由にアイデアを出し合い，お
互いの発想の違いを認め連携を行うこ
とでさらに多くのアイデアを生み出そ
うとする思考法です。初回の講義では
お互いを知るためのアイスブレーキン
グとして，受講生各々の興味について
ブレインストーミング法により共通点
を探しました。2回目の講義以降は，
各々が考えたアイデアを全受講生によ
るブレインストーミング法により発展
させました。またプレゼンテーション
のブラッシュアップも同様にブレイン
ストーミング法により行いました。受
講生は回を重ねるごとに活発に議論す
ることができるようになり，プレゼン
テーションの完成度を高めることがで
きました。
　1月21日（火）には，帝人株式会社
マテリアル技術本部から2名のご担当
者を本学にお迎えしてワークショップ
を開催しました。受講生がアイデアに
ついて中間発表を行って内容について
議論するとともに，マーケティングに

ついての基礎と企業で研究開発を行う
上で鍵となるポイントについて，帝人
株式会社における研究開発の実例を挙
げて講義いただきました。これにより
受講生は企業で行う研究開発の実際に
ついて学び，またイメージすることが
できました。
　2月18日（火）に東京の帝人株式会
社本社にて本講義の最終報告会を開催
しました。受講生は帝人株式会社未来
スタジオにて同社の開発した商品につ
いて学ぶともに，各自のアイデアにつ
いて最終発表を行い，4名の同社の担
当の方からコメント・質問をいただき
ました。受講生は担当の方々と積極的
にコミュニケーションを取り，アイデ
アについて深く議論することができま
した。
　本講義を進める上でお力添えいただ
いた帝人株式会社のご担当者様をはじ
め，ご協力いただいたすべての方々に
感謝します。この経験を活かし，産学
含めどの進路に進むとしても大いにご
活躍されることを祈っています。

（生命科学院・先端生命科学研究院）
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生命科学院 共通科目　※専攻，課程にかかわらず履修可能な授業科目

講義 演習
実験

実習

選択科目

主な対

象学年

教職

課程
備　 　考授業科目 単位 開講期 隔年開講

週当配当時間数

資料Ⅰ―12　北海道大学大学院生命科学院規程（別表(第５条関係)）共通科目（2019年4月最終改正）
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TA ELMS-Moodle

http://www.hokudai.ac.jp/gakusei/instruction-info/elms/

2017-12

TA
ELMS-ID SSO
Group

-J( ) -E( )
Moodle →e

https://portal.eis.hokudai.ac.jp/

Your ELMS ID
password

https://www.sci.hokudai.ac.jp/grp/sg/student/ta_ELMS.html

-J

-E

TA , J1-J3 
all-TAs, lecture-TAs and laboratory-Tas
TA

資料Ⅰ―13　eラーニングによるTA研修システム（2017年度）
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TA e 2017-9-15v2
Sandbox ( ) 
http://penta2.sci.hokudai.ac.jp/ta-sandbox/Login.action 

ID: ichiro  : ichiro 
ID: 12345  : 12345 
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北大時報  No.754／平成29年（2017年）1月

生命科学院がアクティブラーニング形式の
「Research Ethics Workshop for IGP students」を開催

　12月13日（火）に国際教育研究セン
ター内アクティブラーニング教室にて
“Research Ethics Workshop for IGP
students（研究倫理ワークショッ
プ）”を開催しました。このワーク
ショップは，国際部国際教務課とオー
プンエデュケーションセンターの協力
のもと，国費外国人留学生の優先配置
を行う特別プログラムとして生命科学
院が実施する「次世代の生命科学グ
ローバルリーダー養成プログラム
International Graduate Program,
Training Program for Global Leaders
in Life Science（IGP-GLLS）」が，プ
ログラム学生を対象として実施しまし
た。講師には文学研究科応用倫理研究

教育センターの眞嶋俊造准教授を迎え
ました。
　受講登録をした学生は，事前に大学
院準備教育プログラム用に準備された
e-learning systemの眞嶋准教授による
「研究倫理」講義を動画視聴し，事前
学習により得た知識を活用しながら，
与えられた研究倫理に関する課題に取
り組むという反転学習形式でのアク
ティブラーニングを行いました。講義
は全編英語で実施され，日本人学生 3
名，中国・フィリピン・マレーシア・
オーストリア・ナイジェリアからの外
国人留学生10名が 3 つのグループに分
かれることで，ディスカッションが活
発に行われました。日本人学生と外国

人留学生が共学することで，知識や考
え方を共有するだけでなく，意見を述
べる姿勢についても，それぞれの学生
が良い刺激を受けたことと思います。

ワークショップ終了後には，国際教
育研究センター内学生活動室にて懇親
会を行い，研究生活や日本の印象等を
語り合いながら，プログラム学生同士
が親睦を深めました。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員の皆様，ご支援いただい
た事務担当スタッフの皆様には深くお
礼申し上げます。

（生命科学院・先端生命科学研究院）

ディスカッション内容を発表する様子参加学生集合写真 グループディスカッションの様子

低温科学研究所技術部で第22回技術報告会を開催

　12月 2 日（金），低温科学研究所講
義室において低温科学研究所技術部，
技術支援本部共催による第22回技術報
告会を開催しました。
　報告会では，14件（うち 2 件は要旨
のみ）の低温科学研究所技術部が関
わった研究発表や技術報告が行われま
した。
　例年同様，専門領域を超えて，多様
な分野の研究に触れる貴重な場とな
り，延べ30名を超える研究所内外の研
究者・学生・技術職員が参加し，活発
な意見が交わされました。また，低温
科学研究所共同利用研究に採択されて

いる学外の技術職員による発表も行わ
れました。
　本報告会の内容をまとめた「北海道
大学低温科学研究所技術部技術報告第
22号」を発行しました。報告集は本研

究所技術部ウェブサイトをご覧くだ
さい。
◆http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/tech/

（低温科学研究所）

渡部直樹技術部長の挨拶       技術報告会の様子

73



グループディスカッションの様子

参加学生集合写真

技術報告会の様子

生命科学院がアクティブラーニング形式の「Research Ethics 
Workshop for IGP students （研究倫理ワークショップ）」を開催

　12月5日（火），昨年度に引き続き
2回目の“Research Ethics Workshop 
for IGP students（研究倫理ワーク
ショップ）”を開催しました。本ワー
クショップは，国際部国際教務課と
オープンエディケーションセンターの
協力のもと，国費外国人留学生の優先
配置を行う特別プログラムとして生命
科学院が実施する「次世代の生命科学
グローバルリーダー養成プログラム
International Graduate Program,
Training Program for Global Leaders
in Life Science （IGP-GLLS）」 が， プ
ログラム学生を対象として実施しまし
た。また，先端生命科学研究院の相沢
智康准教授が講師を務めました。
　受講登録をした学生は，事前に大学

院準備教育プログラム用に準備された
e-learning systemで広島大学の眞嶋俊
造准教授による「研究倫理」講義を動
画視聴し，事前学習により得た知識を
活用しながら，与えられた研究倫理に
関する課題に取り組むという反転学習
形式でのアクティブラーニングを行い
ました。講義は全編英語で実施され，
日本人学生2名，中国・インド・バン

グラデシュ・エチオピア・スペイン・
モンゴルからの外国人留学生10名が3
つのグループに分かれ，ディスカッ
ションが活発に行われました。普段接
する機会の少ない様々な研究室の日本
人学生と外国人留学生が共学すること
で，知識や考え方を共有するだけでな
く，意見を述べる姿勢についても，そ
れぞれの学生が良い刺激受けたことと
思います。

ワークショップ終了後には，懇親会
を行い，研究生活や日本の印象等を語
り合いながら，プログラム生同士が親
睦を深めました。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員の皆様，ご支援いただい
た事務担当スタッフの皆様には深くお
礼申し上げます。

（生命科学院・先端生命科学研究院）

低温科学研究所技術部で第7回技術部セミナーと第23回技術報告会を開催

　12月8日（金），低温科学研究所講
堂において低温科学研究所技術部，技
術支援本部共催による第7回技術部セ
ミナーと第23回技術報告会を開催しま
した。

セミナーでは，国立極地研究所南極
観測センターと理学研究院附属地震火
山研究観測センター観測技術部から講
師を招聘し，南極地域観測隊での様々
な業務内容について講演していただき
ました。報告会では，10件（うち3件
は要旨のみ）の低温科学研究所技術部

が関わった研究発表や技術報告が行わ
れました。
　例年同様，専門領域を超えて，多様
な分野の研究に触れる貴重な場とな
り，延べ40名を超える研究所内外の研
究者・学生・技術職員などが参加し，
活発な意見が交わされました。
　本報告会の内容をまとめた「北海道
大学低温科学研究所技術部技術報告第
23号」を発行しました。報告集は本研
究所技術部ウェブサイトをご覧くださ
い。

◆ http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/tech/

（低温科学研究所）
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グループディスカッションの様子相沢教授による講義の様子

生命科学院がアクティブラーニング形式の「Research Ethics 
Workshop for IGP students （研究倫理ワークショップ）」を開催

　12月4日（火），一昨年，昨年度に
引き続き3回目の“Research Ethics 
Workshop for IGP students（研究倫
理ワークショップ）”を開催しまし
た。このワークショップは，本学学務
部教育推進課とオープンエデュケー
ションセンターの協力のもと，国費外
国人留学生の優先配置を行う特別プロ
グラムとして生命科学院が実施する
「次世代の生命科学グローバルリー
ダー養成プログラム（International
Graduate Program, Training Program
for Global Leaders in Life Science
（IGP-GLLS））」が，プログラム学生
を対象として実施したものです。先端
生命科学研究院・相沢智康教授が講師
を務め，受講登録をした学生は，事前
に大学院準備教育プログラム用に準備
されたe-learning systemの広島大学・
眞嶋俊造准教授による「研究倫理」講

義を動画視聴し，事前学習により得た
知識を活用しながら，与えられた研究
倫理に関する課題に取り組むという反
転学習形式でのアクティブラーニング
を行いました。講義は全編英語で実施
され，中国・インド・インドネシアか
らの外国人留学生14名が3つのグルー
プに分かれることで，ディスカッショ
ンが活発に行われました。普段接する
機会の少ない様々な研究室の学生が共

学することで，知識や考え方を共有す
るだけでなく，意見を述べる姿勢につ
いても，それぞれの学生が良い刺激受
けたことと思います。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員の皆様，ご支援いただい
たスタッフの皆様には深くお礼申し上
げます。

（生命科学院）
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グループディスカッションの様子

相沢教授による講義の様子

参加者集合写真

生命科学院がアクティブラーニング形式の「Research Ethics 
Workshop for IGP students （研究倫理ワークショップ）」を開催

　12月4日（水），一昨年，昨年に引
き続き4回目の「Research Ethics 
Workshop for IGP students （研究倫理
ワークショップ）」を開催しました。
このワークショップは，本学学務部教
育推進課とオープンエデュケーション
センターの協力のもと，国費外国人留
学生の優先配置を行う特別プログラム
として生命科学院が実施する「次世代
の生命科学グローバルイノベーター養
成プログラムInternational Graduate
Program, Training Program for
Global Innovators in Life Science
（IGP-GILS）」が，プログラム学生を
対象として実施しました。また，先端
生命科学研究院・相沢智康教授が講師
を務めました。

　受講登録をした学生は，事前に大学
院準備教育プログラム用のe-learning 
systemを利用して，広島大学の眞嶋
俊造准教授による「研究倫理」講義を
動画視聴し，事前学習により得た知識
を活用しながら，与えられた研究倫理
に関する課題に取り組むという反転学
習形式でのアクティブラーニングを行
いました。講義は全編英語で実施さ
れ，中国・インド・インドネシア・マ
レ ー シ ア・ エ ジ プ ト・ バ ン グ ラ デ
シュ・スペイン・フィリピンからの外
国人留学生15名，日本人学生1名が3
つのグループに分かれることで，活発
にディスカッションが行われました。
普段接する機会の少ない様々な研究室
の学生が共学することで，知識や考え

方を共有するだけでなく，意見を述べ
る姿勢についても，それぞれの学生が
良い刺激を受けたことと思います。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員の皆様，ご支援いただい
た事務担当スタッフの皆様には深く感
謝申し上げます。

（生命科学院）

37北大時報  No.790／令和2年（2020年）1月

部局ニュース

76



PRESS RELEASE 
北海道大学総務企画部広報課 

〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目 

TEL 011-706-2610  FAX 011-706-2092 

E-mail: kouhou@jimu.hokudai.ac.jp

URL: http://www.hokudai.ac.jp

資料Ⅰ―15　オープンコースウェア関連資料（2016～2019年度）
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2016 年 11 月 8 日（火）から公開開始。 

出典：北海道大学プレスリリース
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北大オープンコースウェアの製作（生命科学院） 

８テーマ（３３動画）視聴数合計 3015 回 

2016/11/08〜2019/11/07 

公開 タイトル・講師 閲覧数 

1 
2016-

11-08

溶液 NMR 測定のキモ 

教員：朝倉克夫（日本電子株式会社） 
862 

2 
2016-

11-08

有効な応用測定 複雑なスペクトルをシンプルにする 

教員：朝倉克夫（日本電子株式会社） 
104 

3 
2016-

11-08

始めよう固体 NMR ～基礎から最新の応用例まで～ 

教員：矢澤宏次（株式会社 JEOL RESONANCE） 
259 

4 
2017-

06-02

溶液 NMR でまずは二次元 HSQC をとってみる 

～測定とプロセスの基礎～ 

教員：池上貴久（横浜市立大学） 

353 

5 
2017-

12-20

LC-NMR の実際 

教員：栗田順一（横浜市立大学） 
259 

6 
2017-

12-20

NMR 磁石の高磁場化の歴史と今後の可能性（2017） 

教員：前田秀明（理化学研究所 NMR 施設） 
275 

7 
2018-

04-12

動的核分極(DNP)法と高磁場-高分解能固体 NMR 

-基礎と応用-

教員：松木 陽（大阪大学蛋白質研究所）

550 

8 
2018-

07-20

無細胞蛋白質合成技術を活用したタンパク質試料の

調製 

教員：木川 隆則 理化学研究所 生命システム研究

センター（現：生命機能科学研究センター）

木川先生

353 

閲覧数（2016/11/08-2019/11/07）オープンエデュケーションセンター調べ 

79

出典：北海道大学オープンエデュケーションセンター

※ホームページによる紹介

http://ocw.hokudai.ac.jp/field/field12/tlsc-nmr- 2016

http://altair.sci.hokudai.ac.jp/facility/nmr/ICT.html



資料Ⅰ 16　履修指導の実施状況が確認できる資料（2019年度）

出典：生命科学 担当教員照会データ
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出典：生命科学 担当教員照会データ
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資料Ⅰ―18　生命科学院研究指導体制（2019年度）
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資料Ⅰ―19　履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料（2019年度）

出典：生命科学 データ
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資料Ⅰ―20　eポートフォリオ関係資料（2017年度）
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理学部大講堂で実施したFD研修の様子

謝辞を述べる吉岡医学部長

献花をする名和総長

追悼の辞を述べる横山歯学部長追悼の辞を述べる吉岡医学部長

FD研修「新渡戸ポートフォリオ（理学生命科学版）について」を開催

　9月15日（金）に理学部大講堂で，
FD研修「新渡戸ポートフォリオ（理学
生命科学版）について」を開催しました。
　新渡戸ポートフォリオは新渡戸ス
クールで開発されたオンライン「学修
ポートフォリオ」で，学生の学修過程
を可視化し，到達度の自己評価や自律
的な学修をより深化させ，教育成果の
測定・授業改善に役立てるために利用
されています。主な機能は，「学修
ポートフォリオ」と「授業支援機能」
で，新渡戸スクール科目用に設計され
ました。現在のバージョンの場合，授
業支援機能は部局専門科目の授業運営
にも活用できる仕様となっています。
　理学部・理学院・生命科学院では，
今年度2学期より新渡戸ポートフォリ
オを「理学生命科学版」仕様として導
入を開始することとなり，今回，合同
FD研修を開催しました。参加者は51
名（教員44名，理学・生命科学事務部
5名，その他2名）でした。理学部生

物科学科（高分子機能学専修分野），
生命科学院生命科学専攻（生命融合科
学コース）を担当する先端生命科学研
究院の講師により，同ポートフォリオ
導入の経緯や利用法の解説が行われま
した。会場ではHINES-WLAN接続PC
を持参した参加者の実演も実施されま
した。
　本学の第3期中期目標・中期計画で
は，新渡戸スクールのポートフォリオ
を基礎とした学生の学修過程を可視化
できる全学的な修学ポートフォリオを
検討・開発し，各学部・研究科等にお

いても順次導入することとしています。
FD研修後のアンケートでは，軽快な
システムでぜひ利用したいという意見
と同時に，機能拡張の要望，教務シス
テム（Web登録）との連動や全学展
開など課題提案もあり，大変有意義な
研修となりました。今後は部局教職員
向けポータルサイトからユーザマニュ
アルやQ&Aなどを提供する予定です。

（理学院・理学研究院・理学部，
生命科学院・先端生命科学研究院）

医学部・歯学部合同慰霊式を挙行

　医学部及び歯学部では，9月26日
（火）に学術交流会館講堂において，
この1年間に系統解剖，病理解剖及び
法医解剖のため，本学に尊い御遺体を
捧げられ，その御遺体を通して病因・
病態の究明に，あるいは人体構造機能
の理解に，貴重な御教示を遺された
389名の御霊の御冥福をお祈りするた
め，慰霊式を執り行いました。
　慰霊式には，御遺族，名和豊春総
長，理事，部局長，教職員，学生，学
外関係者等約380名が参列しました。

　式は解剖体御芳名奉読の後，参列者
全員による黙祷を行い，次いで，吉岡
充弘医学部長及び横山敦郎歯学部長か
ら，御霊の御意志に報いるためにも一
層の教育・研究・診療の発展に努めた
い旨の追悼の辞がありました。その
後，参列者による献花を行い，最後に
吉岡医学部長から謝辞があり，慰霊式
は厳粛のうちに終了しました。

（医学院・医学研究院・医学部，
歯学院・歯学研究院・歯学部）
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赤い糸会＆緑の会 北海道大学人材育成本部

ページ

人材育成本部 上級人材育成ステーション 女性研究者支援室 連携型博士研究人材育成推進室（COFRe） アクセス お問い合わせ

TOP  上級人材育成ステーション  S-cubic（Superior Skill Station）  赤い糸会＆緑の会

赤い糸会＆緑の会

概要

■授業科目名
１．大学院共通授業科目「博士研究者のキャリア開発研究－赤い糸会＆緑の会－」

２．生命科学院専門科目（博士）「博士研究者のキャリア開発研究」

※単位認定対象者は、博士後期課程（DC)のみとなります。詳しくはシラバスをご覧下さい。

■概要
赤い糸会＆緑の会は、大学院博士後期課程学生（DC）および博士研究員（PD）等の若手研究者と企業の
方々との直接交流の場です。会場には、多くのDCおよびPDを自社で採用し、また彼らが活躍している企業
の研究所長クラスの方（またはそれに準じる方）や人事の技術系採用担当者をお招きし、そこに若手研究
者を交え、企業ショートトーク・研究者ポスター発表を通して直接話し合い、交流します。いわば、Hi-
Systemの実体験版です。 

■詳細内容
会の進行は以下の３部構成で進めます。 

この会を通じて、企業研究開発の実際や現状について理解を深め、社会における基礎科学の重要性、企業
活動の面白さ、ダイナミックさを認識し、視野を拡大することを目指します。
実学としての企業活動においても、それを支援するアカデミアでの活動においても重要です。 

この場で両者の考えが一致すれば、研究所見学やインターンシップなど 次のステップへ進むことも可能と
なります。 

トップページ

人材育成本部

上級人材育成ステーション

上級人材育成ステーション

S-cubic（Superior Skill
Station）

S-cubicとは

赤い糸会＆緑の会

開催案内＆記録

バックナンバー

Advanced COSA(理系・科学
技術系大学院生)

Advanced COLA(人文・社会
科学系大学院生)

キャリアパス多様化支援セミ
ナー

企業事業所視察

キャリアマネジメントセミナ
ー

インターンシップ

J-window

S-cubic年間スケジュール

よくあるご質問（FAQ）

リンク

各種資料ダウンロード

Hi-System

研究者管理システム

I-HoP（Hokudai International
Human Resource
Development Program）

Tenure-Track

事業終了

女性研究者支援室

連携型博士研究人材育成推進室

資料Ⅰ―21　「赤い糸会」と「緑の会」関係資料（2019年度）
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赤い糸会＆緑の会 北海道大学人材育成本部

ページ

■開催案内＆記録
■バックナンバー

＊過去の開催の記録も併せてご覧ください。

■紹介動画
こちらから動画をご覧いただけます。

■参加対象者
北海道大学に所属する大学院博士後期課程学生（DC）および博士研究員（PD）

参加に当たっては、ホームページの「開催案内」をご確認のうえ、参加登録をお願いします。
参加希望者多数の場合は、S-cubicで選考を行いますのでご了承ください。 

■単位取得の要件
①～③の要件を全て満たすことが、単位取得の必須要件となります。

No. プログラム 開催名 開催日 要件

① 赤い糸会＆緑の会

第39回赤い糸会＆緑の会・札幌 2019年 9月19日(木)

1回以上受講
第40回赤い糸会＆緑の会・札幌 2019年10月29日(火)

第41回赤い糸会＆緑の会・札幌 2019年11月29日(金)

第42回赤い糸会＆緑の会・東京 2020年 1月 29日(水)

②
プレゼンテーショ

ン演習

第39回赤い糸会のための
プレゼンテーション演習

2019年 8月中旬予定

1回以上受講

第40回赤い糸会のための
プレゼンテーション演習

2019年10月上旬予定

第41回赤い糸会のための
プレゼンテーション演習

2019年11月上旬予定

第42回赤い糸会のための
プレゼンテーション演習

2020年1月上旬予定

③

企業事業所視察 企業事業所視察・東京近郊 2020年 1月 30日(木)

1回以上受講キャリアパス多様
化支援セミナー

キャリアパス多様化支援セミナーⅠ 2019年 6月26日(水)

キャリアパス多様化支援セミナーⅡ 2019年7月3日(水)

キャリアパス多様化支援セミナーⅢ 2019年7月19日(金)

（COFRe）

アクセス

お問い合わせ

すべてのメニューを開く
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資料Ⅰ―22　社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料（2019年度）　
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資料Ⅰ―24　生命科学院成績評価基準ガイドライン（2019年度）
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資料Ⅰ―25　生命科学院成績評価に関する申立て手続き資料（2019年度前期）
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資料Ⅰ―26　生命科学院学位論文審査に係る評価基準（生命科学専攻・ソフトマター専攻（修士）（2019年度）
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資料Ⅰ―27　生命科学院学位論文審査に係る評価基準（生命科学専攻・ソフトマター専攻）（博士後期）（2019年度）
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臨床薬学専攻 博士 

  北海道大学大学院 生命科学院 博士論文に係る評価基準 

１．基本要件 

(1) 博士論文は，博士の学位を申請する者が北海道大学大学院ディプロマ・ポリシー及び生命科

学院ディプロマ・ポリシーが求める学力，能力，資質を備えていることを示す十分な学術的価

値と高い独創性を有するものでなければならない。

(2) 博士論文は，申請者の単著であることを原則とし，申請者以外の論文ないし研究発表の独自

性やアイディアを侵害する箇所を含んではならない。

(3) 博士論文は，著作権，肖像権その他の申請者以外の権利を侵害してはならない。

(4) 博士論文は，「北海道大学における科学者の行動規範」に則って適正に行われた研究に基づき

作成されたものでなければならない。

２．論文の構成 

  博士論文は，次の要件を満たす構成とする。 

(1) 論文の題目が適切であること。

(2) 研究の背景が記述され，研究目的が明確であること。

(3) 研究方法が記述されており，目的に沿った方法であること。

(4) 結果が図表等を用いて適切に示されていること。

(5) 考察が結果に基づいて適切に行われていること。

(6) 結果が目的に対応して適切に導き出されていること。

(7) 引用文献が適切に用いられていること。

(8) 前項までの内容が，適切な章立てにより不足なく含まれていること。

３．内容 

  博士論文の審査にあたっては，以下の点を考慮し評価する。ただし，どの項目を重視するか，

さらにどのような項目を追加するかなどは，審査委員会に一任される。 

(1) 専攻分野において国際水準での十分な学術的価値を有する。学術的価値とは，未知の事象・

事物の発見，新しい分析方法や理論の構築・展開，新しい学問的解釈や概念の創出など，当該

分野における学術研究の発展に貢献をなすものを指す。

(2) テーマの選択，ならびにそのテーマに即した研究方法の選択が，先行研究を着実に踏まえて

行われており，かつ高い独創性を有するものである。

(3) 選択したテーマと研究方法に従ってデータなどを的確に収集・処理している。

(4) 研究のプロセスに関して詳細に記載されている。

(5) 個々の図や表のデータの分析と解釈が詳細に記載されている。

(6) 論理的に一貫した構成と内容を有しており，高いレベルで完結性を有する。

出典：生命科学院学生便覧

資料Ⅰ－28生命科学院学位論文審査に係る評価基準（臨床薬学専攻）（博士） （2019年度）
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資料Ⅰ―29　アセスメント・ポリシーとチェックリスト（2018年度）

106



1
0
7



1
0
8



1
0
9



1
1
0



出
典

：
生

命
科

学
院

Ｈ
Ｐ

1
1
1



1

資
料
Ⅰ
―
3
0
　
大

学
院
生
命
科
学
院
学
位
（
修
士
課
程

）
審

査
報

告
書

（
2
0
1
9
年

度
）

1
1
2



資
料

Ⅰ
―

3
　
大

学
院

生
命

科
学

院
学

位
（
博

士
後

期
課

程
・
博

士
課

程
）
審

査
報

告
書

（
2
0
1
9
年

度
）

1
1
3



資料Ⅰ―3 　生命科学院代議員会議事録（2019年2月28日開催）
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資料Ⅰ―3 　生命科学院代議員会議進行メモ（2019年2月28日開催）
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資料Ⅰ―3 　生命科学院アドミッション・ポリシー（2019年度）
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資料Ⅰ―3 　生命科学院の入学定員充足率（2016～2019年度）
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資料Ⅰ―3 　フランスESPCIとのコチュテルプログラムに関する覚書（2018年度）
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部局等名

(1)日本語タイトル

(2)英語タイトル

(1)氏名 (2)所属部局名 (3)役職

(4)email address (5)内線番号

氏名1 所属1 役職

氏名2 所属2 役職

氏名3 所属3 役職

氏名4 所属4 役職

氏名5 所属5 役職

所属機関 所在国・都市名 協定校等の別 部局間協定校

氏名 役職

所属機関 所在国・都市名 協定校等の別

氏名 役職

所属機関 所在国・都市名 協定校等の別

氏名 役職

⑤ 実 施 期 間 平成30年度 ～ 日数 11

【派遣】

平成30年度 2 名 10 名

総額 1,080,000 円

教員派遣旅費 713,640 円

学生派遣旅費 348,320 円

その他費用 18,040 円

⑥派遣学生数及

び相手大学等の

参 加 学 生 数

⑧ 決 算 報 告

平成30年度

大学院先端生命科学研究院

9005

大学院先端生命科学研究院

Vladana Vukojevic

2018年11月30日

本学派遣学生数 相手大学等の参加学生数

2018/11/19

 Associate Professor

金城政孝

kinjo@sci.hokudai.ac.jp

北村朗

④相手大学等

Karolinska Institute Stockholm, SWEDEN

平平成成3300年年度度（（22001188年年度度））海海外外ララーーニニンンググササテテラライイトト事事業業実実施施報報告告書書

カロリンスカ研究所先端的顕微鏡講習協働コース

大学院先端生命科学研究院

助教

教授

①プログラム名

③ そ の 他

協 力 教 員

Joint course of advanced micrscopy in Karolinska Institute

②実施責任者

資料Ⅰ―3 　ラーニングサテライト実施報告書（2018～2019年度）
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出典: 先端生命科学研究院 研究推進支援室 
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2016  

1) Honglei Guo, Takayuki Kurokawa, Masakazu Takahata, Wei Hong, Yoshinori Katsuyama, Feng Luo, Jamil Ahmed, Tasuku 
Nakajima, Takayuki Nonoyama, Jian Ping Gong 
Quantitative Observation of Electric Potential Distribution of Brittle Polyelectrolyte Hydrogels 
Using Microelectrode Techniques. 
Macromolecules, 49(8), 3100-3108 (2016). 

2) Huijie Zhang, Tao Lin Sun, Aokai Zhang, Tasuku Nakajima, Takayuki Nonoyama, Takayuki Kurokawa, Osamu Ito, Hiroyuki
Ishitobi, Jian Ping Gong 
Tough Physical Double-Network Hydrogels Based on Amphiphilic Triblock Copolymers. 
Advanced Materials, 28(14), 4884-4890 (2016). 

3) Sheikh MAHATABUDDIN, Yoshiyuki NISHIMIYA, Ai MIURA, Hidemasa KONDO, Sakae TSUDA  
Critical Ice Shaping Concentration (CISC): A New Parameter to Evaluate the Activity of Antifreeze Proteins. 

 Vol. 62 (2016) No. 2 p. 95-103 

4) Amrutha AS, Kumar KR, Matsuo K, Tamaoki N. 
Structure-property relationships of photoresponsive inhibitors of the kinesin motor.  
Org Biomol Chem. 2016 Jul 26;14(30):7202-10. doi: 10.1039/c6ob00951d. PMID: 27270305 

5) Ye Y, Saburi W, Odaka R, Kato K, Sakurai N, Komoda K, Nishimoto M, Kitaoka M, Mori H, Yao M.  
Structural insights into the difference in substrate recognition of two mannoside phosphorylases from two GH130 
subfamilies.  
FEBS Lett. 2016 Mar;590(6):828-37. doi: 10.1002/1873-3468.12105. Epub 2016 Mar 4. PMID: 26913570 

6) Baek MH, Kamiya M, Kushibiki T, Nakazumi T, Tomisawa S, Abe C, Kumaki Y, Kikukawa T, Demura M, Kawano
K, Aizawa T. 
Lipopolysaccharide-bound structure of the antimicrobial peptide cecropin P1 determined by nuclear magnetic resonance 
spectroscopy. 
J Pept Sci. 2016 Apr;22(4):214-21. doi: 10.1002/psc.2865. Epub 2016 Mar 4. PMID: 26939541 

7) Chen M, Nakazawa Y, Kubo Y, Asano N, Kato K, Tanaka I, Yao M. 
Crystallographic analysis of a subcomplex of the transsulfursome with tRNA for Cys-tRNA(Cys) synthesis.  
Acta Crystallogr F Struct Biol Commun. 2016 Jul;72(Pt 7):569-72. doi: 10.1107/S2053230X16009559. Epub 2016 Jun 
28. 
PMID: 27380375 

8) Sadia Nazneen Karobi, Tao Lin Sun, Takayuki Kurokawa, Feng Luo, Tasuku Nakajima, Takayuki Nonoyama, Jian Ping Gong.
Creep Behavior and Delayed Fracture of Tough Polyampholyte Hydrogels by Tensile Test.
Macromolecules, 49(15), 5630-5636 (2016).

9) Dai Akita, Itsuki Kunita, Mark D Fricker, Shigeru Kuroda, Katsuhiko Sato, Toshiyuki Nakagaki.
Experimental models for Murray's law. 
Journal of Physics D: Applied Physics, Volume 50, Number 2 

10) Hasemi T, Kikukawa T, Kamo N, Demura M.
Characterization of a Cyanobacterial Chloride-pumping Rhodopsin and Its Conversion into a Proton Pump. 
J Biol Chem. 2016 Jan 1;291(1):355-62. doi: 10.1074/jbc.M115.688614. Epub 2015 Nov 17. PMID: 26578511 

11) Nakamura S, Kikukawa T, Tamogami J, Kamiya M, Aizawa T, Hahn MW, Ihara K, Kamo N, Demura M.
Photochemical characterization of actinorhodopsin and its functional existence in the natural host. 
Biochim Biophys Acta. 2016 Dec;1857(12):1900-1908. doi: 10.1016/j.bbabio.2016.09.006. 
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12) Cheng J, Hanada Y, Miura A, Tsuda S, Kondo H. 
Hydrophobic ice-binding sites confer hyperactivity of an antifreeze protein from a snow mold fungus. 
Biochem J. 2016 Nov 1;473(21):4011-4026. Epub 2016 Sep 9. PMID: 27613857 

13) Nukuda A, Endoh H, Yasuda M, Mizutani T, Kawabata K, Haga H. 
Role of ATF5 in the invasive potential of diverse human cancer cell lines.  
Biochem Biophys Res Commun. 2016 Jun 3;474(3):509-14. doi: 10.1016/j.bbrc.2016.04.131. 

14) Chen M, Narai S, Omura N, Shigi N, Chimnaronk S, Tanaka Y, Yao M. 
Crystallographic study of the 2-thioribothymidine-synthetic complex TtuA-TtuB from Thermus thermophilus. 
Acta Crystallogr F Struct Biol Commun. 2016 Oct 1;72(Pt 10):777-781. Epub 2016 Sep 22. PMID: 27710943 

15) Takahiro Matsuda, Tasuku Nakajima, Yuki Fukuda, Wei Hong, Takamasa Sakai, Takayuki Kurokawa, Ung-il Chung, Jian Ping Gong. 
Yielding Criteria of Double Network Hydrogels. 
Macromolecules, 49(5), 1865-1872 (2016). 

16) Rangappa S., Gerard Artigas, Miyoshi M., Yokoi Y., Hayakawa S., Fayna Garcia-Martin, Hinou H., Nishimura S-I. 
Effects of the multiple O-glycosylation states on antibody recognition of the immunodominant motif in MUC1 extracellular 
tandem repeats. 
Med Chem Comm 7, 1102-1122 (2016) 

17) Riku Takahashi, Yumihiko Ikura, Daniel R. King, Takayuki Nonoyama, Tasuku Nakajima, Takayuki Kurokawa, 
Hirotoshi Kuroda, Yoshihiro Tonegawa, Jian Ping Gong. 
Coupled Instabilities of Surface Crease and Bulk Bending during Fast Free Swelling of Hydrogel.  
Soft Matter, published online, 2016 

18) Rangappa S., Gerard Artigas, Miyoshi M., Yokoi Y., Hayakawa S., Fayna Garcia-Martin, Hinou H., Nishimura S-I. 
Effects of the multiple O-glycosylation states on antibody recognition of the immunodominant motif in MUC1 
extracellular tandem repeats. 
MedChemComm 7, 1102-1122 (2016)  

19) Shun Hayakawa, Ryosuke Koide, Hiroshi Hinou, Shin-Ichiro Nishimura. 
Synthetic Human NOTCH1 EGF Modules Unraveled Molecular Mechanisms for the Structural and Functional Roles of 
Calcium Ions and O-Glycans in the Ligand-Binding Region. 
Biochemistry, 55(5), 776-787, 20 

2017  

1) Muhammad Ilyas, Md. Anamul Haque, Youfeng Yue, Takayuki Kurokawa, Tasuku Nakajima, Takayuki Nonoyama, 
Jian Ping Gong. 
Water-Triggered Ductile–Brittle Transition of Anisotropic Lamellar Hydrogels and Effect of Confinement on Polymer 
Dynamics. 
Macromolecules, 2017, 50 (20), pp 8169–8177 DOI: 10.1021/acs.macromol.7b01438  

2) Minghao Chen, Shin-ichi Asai, Shun Narai, Shusuke Nambu, Naoki Omura, Yuriko Sakaguchi, Tsutomu Suzuki,
Masao Ikeda-Saito, Kimitsuna Watanabe, Min Yao, Naoki Shigi, Yoshikazu Tanaka. 
Biochemical and structural characterization of oxygen-sensitive 2-thiouridine synthesis catalyzed by an iron-sulfur protein 
TtuA. 
PNAS 2017 May, 114 (19) 4954-4959. https://doi.org/10.1073/pnas.1615585114 

3) Daniel Schenz, Yasuaki Shima, Shigeru Kuroda, Toshiyuki Nakagaki, Kei-Ichi Ueda. 
A mathematical model for adaptive vein formation during exploratory migration of Physarum polycephalum: routing 
while scouting. 
Journal of Physics D: Applied Physics, Volume 50, Number 43 

4) Kazuki Fukao, Takayuki Nonoyama, Ryuji Kiyama, Kazuya Furusawa, Takayuki Kurokawa, Tasuku Nakajima, Jian
Ping Gong. 
Anisotropic Growth of Hydroxyapatite in Stretched Double Network Hydrogel. 
ACS Nano, 2017, 11 (12), pp 12103–12110 DOI: 10.1021/acsnano.7b04942 
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2018  

1) Ryosuke Fukushima, JohtaroYamamoto, HidetoIshikawa, MasatakaKinjo. 
Two-detector number and brightness analysis reveals spatio-temporal oligomerization of proteins in living cells 
MethodsVolumes 140–141, 1 May 2018, Pages 161-171 

2) Yang Han, Chunhua Cai, Jiaping Lin, Shuting Gong, Wenheng Xu, Rui Hu. 
 Self-Assembly of Rod-Coil Block Copolymers on Carbon Nanotubes: A Route toward Diverse Surface Nanostructures 
Macromolecular Rapid Communications 39(10):1800080 � April 2018 DOI: 10.1002/marc.201800080 

3) Sho Okumura, Yu Hirano, Yoshiyuki Makia, Yasuo Komatsu. 
Analysis of time-course drug response in rat cardiomyocytes cultured on a pattern of islands. 
Analyst Issue 17, 2018 

4) T. SampreethM. A. Al-MaghrabiB. K. BahuleyanM. T. Ramesan. 
Synthesis, characterization, thermal properties, conductivity and sensor application study of polyaniline/cerium-doped 
titanium dioxide nanocomposites. 
Journal of Materials Science January 2018, Volume 53, Issue 1, pp 591–603 

5) Jurgen T. Sanes, Hiroshi Hinou, Yuan Chuan Lee, Shin-Ichiro Nishimura. 
Glycoblotting of Egg White Reveals Diverse N-Glycan Expression in Quail Species. 
J. Agric. Food Chem. 2019, 67 (1), pp 531–540 DOI: 10.1021/acs.jafc.8b04782

6) Isabel Koh, Kazuya Furusawa, Hisashi Haga.
Anisotropic Multi-channel Collagen Gel (MCCG) Guides the Growth Direction of the Neurite-like Processes of PC12 
Cells. 
Scientific ReportsVolume 8, Article number: 13901 (2018) 

7) Ya Nan Ye, Martin Frauenlob, Lei Wang, Masumi Tsuda, Tao Lin Sun, Kunpeng, Cui, Riku Takahashi, Hui Jie, Zhang,
Tasuku Nakajima, Takayuki Nonoyama, Takayuki Kurokawa. 
Tough and Self-Recoverable Thin Hydrogel Membranes for Biological Applications. 
Advanced Functional Materials Volume28, Issue31 August 1, 2018 1801489 

8) Md. Jahirul Islam, Kazuya Matsuo, Halley M. Menezes, Masayuki Takahashi, Hidehiko Nakagawa, Akira Kakugo, 
Kazuki Sadac, Nobuyuki Tamaoki. 
Substrate selectivity and its mechanistic insight of the photo-responsive non-nucleoside triphosphate for myosin and 
kinesin. 
Organic & Biomolecular ChemistryIssue 1, 2019  

9) Takahiro Matsuda, Runa Kawakami, Ryo Namba,Tasuku Nakajima, Jian Ping Gong.
Mechanoresponsive self-growing hydrogels inspired by muscle training. 
Science Accepted on 14st December 2018. To be published on 1st February 2019. 

2019 2020 1 20 IGP  

1) Yuji Kumagai, Junko Nio-Kobayashi, Sumire Ishida-Ishihara, Hiromi Tachibana, Ryosuke Omori, Atsushi Enomoto, 
Seiichiro Ishihara, Hisashi Haga  
The intercellular expression of type-XVII collagen, laminin-332, and integrin-�1 promote contact following during the 
collective invasion of a cancer cell population. 
Biochemical and Biophysical Research Communications 
received 27 April 2019, Accepted 7 May 2019, Available online 14 May 2019. 
https://doi.org/10.1016/j.bbrc.2019.05.058 

2) Sho Okumura, Yu Hirano & Yasuo Komatsu. 
Inhibition of breast cancer cell proliferation with anti-microRNA oligonucleotides flanked by interstrand cross-linked 
duplexes. 
Nucleosides, Nucleotides & Nucleic Acids  
Received 30 Aug 2019, Accepted 18 Sep 2019, Published online: 04 Oct 2019 
https://doi.org/10.1080/15257770.2019.1671595 
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3) Yu Shimizu, Naoya Sakuragi, Kiminori Nakamura, Toshio Taira, Tokiyoshi Ayabe & Akimasa Fukui. 
A simple culture method for liver and intestinal tissue-resident macrophages from neonatal mice. 
In Vitro Cellular & Developmental Biology volume 55, pages 436–444(2019) 

4) Yuki Yokoi, Kiminori Nakamura, Tsukasa Yoneda, Mani Kikuchi, Rina Sugimoto, Yu Shimizu & Tokiyoshi Ayabe. 
Paneth cell granule dynamics on secretory responses to bacterial stimuli in enteroids. 
Scientific Reports volume 9, Article number: 2710 (2019) 

5) Zhen TaoHailong FanJunchao HuangTaolin SunTakayuki KurokawaJian Ping Gong. 
Fabrication of Tough Hydrogel Composites from Photoresponsive Polymers to Show Double-Network Effect 
ACS Appl. Mater. Interfaces 2019, 11, 40, 37139-37146 https://doi.org/10.1021/acsami.9b13746 

6) Martin Frauenlob, Daniel R., King, Honglei Guo, Seiichiro Ishihara, Masumi Tsuda, Takayuki Kurokawa, Hisashi 
Haga, Shinya Tanaka, Jian, Ping Gong. 
Modulation and Characterization of the Double Network Hydrogel Surface-Bulk Transition. 
Macromolecules 2019, 52, 17, 6704-6713 https://doi.org/10.1021/acs.macromol.9b01399 

7) X. Sun, Y. Ye, N. Sakurai, K. Kato, K. Yuasa, A. Tsuji and M. Yao. 
Crystallographic analysis of Eisenia hydrolysis-enhancing protein using a long wavelength for native-SAD phasing. 
Acta Cryst. 2020. F76, 20-24 https://doi.org/10.1107/S2053230X19016716 

8) Muhamad Aqmal Othman Kohei, Yuyama Yuta, Murai Yasuyuki, Igarashi Daisuke, Mikami Yasodha, Sivasothy 
Khalijah Awang, Kenji Monde. 
Malabaricone C as Natural Sphingomyelin Synthase Inhibitor against Diet-Induced Obesity and Its Lipid Metabolism in 
Mice. 
Med. Chem. Lett. 2019, 10, 8, 1154-1158 https://doi.org/10.1021/acsmedchemlett.9b00171 

9) Daniel Schenz, Yukinori Nishigami, Katsuhiko Sato, Toshiyuki Nakagaki. 
Uni-cellular integration of complex spatial information in slime moulds and ciliates. 
Current Opinion in Genetics & Development Volume 57, August 2019, Pages 78-83 
https://doi.org/10.1016/j.gde.2019.06.012 

10) Takahiro Matsuda, Tasuku Nakajima, Jian Ping Gong. 
Fabrication of Tough and Stretchable Hybrid Double-Network Elastomers Using Ionic Dissociation of Polyelectrolyte in 
Nonaqueous Media. 
Chem. Mater 2019, 31, 10, 3766-3776 https://doi.org/10.1021/acs.chemmater.9b00871 

11) Abrha G. Gebrehiwot, Daniel Seifu Melka, Yimenashu Mamo Kassaye, Tufa Gemechu, Wajana Lako, Hiroshi Hinou, 
Shin-Ichiro Nishimura. 
Exploring serum and immunoglobulin G N-glycome as diagnostic biomarkers for early detection of breast cancer in 
Ethiopian women. 
BMC Cancer volume 19, Article number: 588 (2019)  

12) Khalifa Mohammad Helal, James Nicholas Taylor, Harsono Cahyadi, Akira Okajima, Koji Tabata, Yoshito Itoh, 
Hideo Tanaka, Katsumasa Fujita, Yoshinori Harada, Tamiki Komatsuzaki. 
Raman spectroscopic histology using machine learning for nonalcoholic fatty liver disease. 
FEBS Letters Volume 593, Issue 18 https://doi.org/10.1002/1873-3468.13520 
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専攻 年度 課程別 受 賞 名

修士課程

博士課程

修士課程

博士課程

修士課程

博士課程

●第45回生体分子科学討論会　ポスター賞
●The 19th RIES-HOKUDAI International Symposium, poster presentation award（国際）

修士課程

●第68回高分子学会年次大会 優秀ポスター賞 　(外1名）
●第9回CSJ化学フェスタ2019　優秀ポスター発表賞（外1名）
●日本分析化学会第68年会　優秀ポスター賞
●第54回高分子学会北海道支部研究発表会（外1名）
●TEIJIN MIRAI FORUM 2020
●第13回クラミドモナス研究会　学生優秀発表賞
●第20回電子研北大国際シンポジウム　優秀ポスター賞（国際）

博士課程

●日本生化学会北海道支部例会 優秀講演賞
●第29回日本MRS年次大会

出出典典：：生生命命科科学学院院担担当当教教員員をを対対象象ととすするる調調査査

ソフトマター専攻

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

145



2
0
1
9
年
度

北
海
道
大
学
大
学
院
生
命
科
学
院

HOKKAIDO UNIVERSITY GRADUATE SCHOOL OF  LIFE SCIENCE

146



■ 生命科学の広範な領域をカバー
■ 研究者と技術者の育成
■ゲノム情報を基礎とした分野の育成
■ 生命倫理の重視
■ 研究成果と知的財産権
■ 国際性の涵養

◆個々の生体分子の構造と機能を理解
◆それらの機能の統合として存在する各種生命現象の原理と
多様性を理解

◆それらの医療等分野への応用展開について思考ができる

　ゲノミクス・プロテオミクスを基盤に、生体分子の相互作用から
種々の生命現象を包括的に理解し、さらにはそれらの応用について
も思考できる人材の育成を目的とします。すなわち、基礎生命科学
のみならず、医学・薬学・獣医学・農学・水産学・生命工学等の応用
生命科学においても、生命に関する広汎でかつ深い知識と解析能
力を基に、当該分野で独創性の高い研究を遂行し得る人材を育成
します。さらに、高度先進科学研究の応用にも対応できる先端技術
を自在に使いこなせる技術者の育成も行います。育成する人材の具
体的案理念は以下の３点です。

生命科学院長
山 下  正 兼

このような人材を育成します

教育課程の編成方針

生命融合科学
コース

生体分子の構造と
機能を理解

臨床薬学専攻

臨床的課題を
見出し解決する能力

ソフトマター専攻

生命と物質の
新しい出会い

（生命科学専攻）

生命システム科学
コース

各種生命現象の
共通原理と多様性を理解

（生命科学専攻）

生命医薬科学
コース

創薬・医療分野への
応用展開について思考

（生命科学専攻）

広汎かつ
深い知識を持つ
独創性の高い
研究者・技術者を

育成

M E S S A G E

　21世紀は生命科学の時代と呼ば
れており、その飛躍的発展は人類社
会に多くの恩恵をもたらすと期待され
ています。実際、次世代シークエンサ
ーや生細胞イメージング等、各種解
析技術の革新によって既存の研究
分野の進展・深化は著しく、さらに異
分野融合で新しい学問領域が次 と々
生まれています。そのため、生命科学
の教育研究環境も劇的に変化し、社
会的要請も変化しています。大学院
教育も、これらの変化に迅速かつ的
確に対応することが求められていま

す。現在社会における緊迫の課題は、先端的・融合的な研究を先導
できるグローバル人材の養成です。この社会的要請に応えるため、北
海道大学では平成１８年度に、部局の壁を超えた融合型組織、生命
科学院・生命科学専攻を新設し、新しい生命科学の大学院教育を開
始しました。さらに、平成２４年度には臨床薬学専攻（４年制博士課
程）、平成３０年度にはソフトマター専攻を設置しました。

　生命科学専攻では、履修上の区分として３つのコース（生命融合
科学コース、生命システム科学コース、生命医薬科学コース）を設け、
それぞれのコースが得意とする学問領域において専門性を高める教
育を行っています。また、生命科学専攻全体として、以下に示すような
特徴的な教育システムを採用しています。
　１）４学期制および複数指導教員制の導入
　２）コース内やコース間を横断した講義の履修による幅広い知識・

研究技能の修得
　３）生命倫理、知的財産、バイオインフォマティクス、分子イメージン
グなど、社会的要請の高い新興学問領域に関する授業の提供

　４）グローバル社会で活躍するために必須の英語でのコミュニケー
ション・プレゼンテーション法や英語論文作成法に関する授業の
提供

　上記の特徴的教育に加えて、臨床薬学専攻では、医学とより密接
に関連する分野での基礎および応用研究の指導を通じて、臨床薬学
領域で活躍できる人材の養成をめざした教育を行い、ソフトマター専
攻では、基礎知識とその応用を学べる体系的教育を通じて、ソフトマタ
ー研究を世界的にリードできる人材の養成をめざした教育を行ってい
ます。

　生命科学院の教育目標は、上記のような特色ある教育を通じて、社
会的要請に応える人材、すなわち、先端的・融合的な研究を先導し、グ
ローバルに活躍できるバイオ研究者・技術者を養成することです。その
ためには、①課題を解決するために必要な確かな知識や技術の修
得、②自分が得た実験データや他の研究者が報告しているデータを
客観的に分析・解釈できる力、③他の研究者と高度なレベルで討論
ができる力、④研究成果を正確、明解、簡潔に公表できる力、などが必
要になります。これらの力を生命科学院における講義、演習、実験実
習を通じて獲得し、研究者・技術者に必要な総合力を身につけてくだ
さい。生命科学院では、これらの能力を十分に発揮し、グローバル社会
における種々の課題に果敢に挑戦して解決策を導き出せる人材を輩
出することをめざしています。このような生命科学院の教育目標を理解
し、大学院での授業や研究に主体的に取り組む意欲的な学生を募集
します。
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数学とデータから生命現象を理解

脂質ケミカルバイオロジーの創生

生体分子の細胞内機能動態解析

創薬を目指した機能性核酸の開発

気候など生物と環境の状態、ミクロの世界では遺伝子発現状態
などを計測できるようになり、生命活動の一端を表すデータや知
見が得られるようになっています。私たちは、データ解析手法、数
理モデルと呼ばれる刻 と々時間変化する状態を記述する数学手
法、コンピューターによるシミュレーションを活用して、さまざまな生
命現象を理論的に説明することを目指しています。

　脂質は細胞膜の構成成分であると同時に、アルツハイマー病
予防や癌予防とも関連が深いシグナル分子群です。私たちは、
脂質分子を有機化学で作り、その構造を調べ、その生物学的な
機能を探っています。最近では、皮膚バリアとも関連が深い特殊
なセラミドについて、世界一長い脂肪鎖を持つセラミドを初めて
作りました。脂質に注目した研究を通じて、まだ知られていない生
物現象の解明や、創薬の開発を目指します。

　生きた細胞内では様々な生体分子がダイナミックに活動し機
能しています。我々の研究室では、単一蛍光分子検出法の一つ
である蛍光相関分光法（FCS）や各種のライブセルイメージング
技術を駆使することによりこのような生体分子の細胞内ダイナミ
クスに着目し、神経変性疾患の原因として知られるタンパク質凝
集体の形成過程を解析することで、細胞にとって悪さをする対象
を分別する機構を明らかにすること目的にしています。

　私たちの研究室では、高反応性のオリゴ核酸や、二本鎖間を
クロスリンクした安定化核酸などの機能性核酸を開発し、遺伝子
発現を効果的に調節する技術や高感度な検出技術へ展開して
います。安定化核酸を、生体内で基本的な生命現象を調節して
いるマイクロRNA（miRNA）の活性制御に利用することで、標的
miRNAに高い親和性を有し、細胞内においても安定に作用す
る新規なmiRNA制御分子の開発に成功しています。

URL▶ http://altair.sci.hokudai.ac.jp/infmcb/

URL▶ http://altair.sci.hokudai.ac.jp/infchb/

URL▶ http://altair.sci.hokudai.ac.jp/infmcd/

URL▶ https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/lab/biomolecular-adaptation-science
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動物の発生開始の分子基盤

動く遺伝子トランスポゾンの制御機構

細胞を支える小さな分子達

学習行動の脳内遺伝子制御メカニズム

　私達の体は非常に複雑で、とても高度な生命活動を可能にし
ています。しかし、もとをただせば私達一人一人はたった一つの細
胞、受精卵から生まれています。一見すると球状の細胞が、その
後に複雑な個体を作り出すことは大変不思議な現象です。この
個体形成の鍵は、卵に蓄えられた母性因子にあります。これは、
遺伝子の転写産物・蛋白質など様々な分子です。私達は、この
母性因子を研究することで、動物の発生開始の仕組みを解き明
かすことを目指しています。

　動く遺伝子トランスポゾンは様々な生物のゲノム内に存
在します。トランスポゾンの無秩序な転移は宿主生物にとっ
て有害になるため、エピジェネティックな制御によって活性
が抑制されています。私たちは、モデル植物のシロイヌナズ
ナを用いて、トランスポゾンの制御機構の解明を目指してい
ます。特に、環境ストレスで活性化するトランスポゾンに着目
し、環境ストレスとゲノム進化のプロセスについて理解しよう
と研究を行っています。

　細胞は、核酸、タンパク質、脂質等で形成されています。脂質
は多数の種類からなり、細胞膜やオルガネラ膜を形作る重要な
成分ですが、小さな分子なので解析が難しく、その役割にはまだ
多くが謎のまま残されています。生体膜は脂質二重層からなって
いますが、フリッパーゼという、二重層の間で脂質を動かすタンパ
ク質の存在が明らかになって来ました。小さな脂質が細胞に果た
す大きな役割について、酵母細胞をモデル系に用いて明らかに
したいと考えています。

　ヒト言語獲得のような『音声発声学習』は、音声コミュニケーショ
ン形成に重要です。しかし、それらが脳内のどの神経回路・遺伝子に
よって、どのように制御され、発達してくるのか？、また進化してきたの
か？ まだ、ほとんど分かっていません。我々の研究室では、歌を学ぶ
小鳥を動物モデルとして用い、遺伝子工学的手法を駆使して、行
動・神経回路・神経細胞・シナプス・遺伝子レベルでの理解を目指し
ています。吃音や言語・聴覚障害といった音声コミュニケーション障
害の神経分子メカニズムの理解にもつながる研究です。

URL▶ http://rep-dev.s2.weblife.me/index.html

URL▶ https://www.sci.hokudai.ac.jp/Cellfunction_Structure3/

URL▶ http://www.igm.hokudai.ac.jp/molint/index.html

URL▶ https://www.wada-lab.org/
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創薬を志向した新反応開発：遷移金属が拓く有機合成

脂質による体表面バリア形成

論理的な分子設計に基づく医薬創製を目指して

神経機能と疾患の解明から新たな薬を作る

　「新しい反応を見つけること」は日進月歩を遂げる現代医学に対応
し、様々な医薬品を創り出す上で欠くことのできない研究分野です。私
たちはその基礎研究として、Co、Ni、Cu、Ru、Rh、Pd、Ir、Au等の「遷移
金属」に着目し、その特異な反応性を巧みに利用した反応開発を行っ
ています。これら金属錯体を触媒量用いるだけで、多種多様な分子変
換反応が可能になるばかりでなく、廃棄物の排出を抑えた「原子効率の
高い」反応を実現することができます。その中でも「二酸化炭素ガス」を
１炭素資源として用いた新反応の開発には特に力を入れています。

　私達の体の表面（皮膚、涙液）には透過性のバリアが存在し、体外からの病
原体やアレルゲンなど異物の侵入と体内からの水分の損失を防いでいます。
これらのバリアの異常は、皮膚において魚鱗癬、感染症、アトピー性皮膚炎な
どの皮膚疾患、眼においてドライアイを引き起こします。この透過性バリアの形
成において中心的な役割を果たすのが脂質であり、脂質の高い疎水性が物
質の透過を防いでいます。私たちの研究室では、バリア形成に特化した特殊
な脂質群（バリア脂質）の生合成経路の解明、合成遺伝子の同定、ノックアウ
トマウスを用いた生理機能の解明、病態との関連などについて調べています。

　薬はある特定の生体分子（創薬標的蛋白質）に選択的に結合することで活性を
発現します。ほとんどの薬は低分子有機化合物であり、一方標的蛋白質は高分子
有機化合物です。従って、両者の結合は当然有機化学に基づき解析・理解できま
す。私達は、薬として利用できる低分子の論理的な創製に、有機化学からアプロー
チしています。特に薬の三次元構造を重視した分子設計とその合成に取り組んでい
ます。こうした研究により、ペプチドホルモンであるメラノコルチン受容体（MCR）選択
的ペプチドミメティクスリガンド（1）、制がん性プロテアソーム阻害剤（2）、抗うつ作
用を有するGABAトランスポーターサブタイプBGT-1阻害剤（3）、あるいは細胞内シ
グナル伝達物質の安定な活性等価体として機能するcADPtR（4）を見出しました。

　神経科学研究室では、アルツハイマー病(AD)など神経変性
疾患の発症機構の解明を目指して、分子生物学・生化学・細胞
生物学などの様々な方法論を駆使して研究を進めています。そ
の成果は、新規AD治療薬の開発(日米欧特許)、AD病態と連
関したキネシンモーターによる神経細胞内の膜小胞輸送の制御
機構解明、ADにより傷害される神経細胞間シナプスの形成・維
持に関わる分子機構の解明に貢献しています。

URL▶ http://gouka.pharm.hokudai.ac.jp/

URL▶ http://www.pharm.hokudai.ac.jp/seika/index.html

URL▶ http://www.pharm.hokudai.ac.jp/yuuki/index.html

URL▶ https://www.pharm.hokudai.ac.jp/shinkei/index.html
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バイオ応用ナノ粒子の創製

光受容タンパク質の仕組みに迫る

数物科学で読み解く生物行動学

臨床応用を目指した橋渡し研究

ナノメートルサイズの金属微粒子は、電子、光学、バイオ応答の
点で特有な機能を有しています。近年、このナノ粒子の集合体
が誘起する機能増強や機能創発、および、異方的な形状をした
ナノ粒子の光学機能やバイオ応用が注目されています。私たち
は、生物に見られる生体分子の高度な分子認識と自己組織化
に着目し、金属ナノ粒子の表面構造を操作することで金属ナノ
粒子の集合体形成の制御を行い、新たな機能性材料の開発を
めざしています。

生命活動を支えるタンパク質は、細胞の中で実に巧妙に働く分
子機械です。タンパク質は、どのような構造変化を経て、それぞ
れの機能を実現するのでしょうか？私たちは、光をエネルギー源と
して働く「光受容タンパク質」を研究対象とし、分光法や電気化
学測定法を駆使して、タンパク質が段階的に構造を変えながら、
機能発現に至る過程の解明に取り組んでいます。これによっ
て、タンパク質への新しい機能の付与を目指しています。

柔らかくて大変形する物質を扱うソフトマター物理学は、生命科
学においても有用なツールです。細胞や組織、個体の運動・変
形・成長は、力学の視点からの理解が不可欠になりつつありま
す。このような考えに立ち、種々生命システムにおける機能的挙
動の発現機構を調べています。具体的なテーマは、アメーバや繊
毛虫などの原生生物や線虫の行動学とその数理モデル化、生
体システムの輸送ネットワークの機能評価と数理モデル化、など
です。

我々は高い生理活性を持ち、未分化細胞の足場となる
ようなソフトマターマテリアルを開発し、運動器再生医療
における臨床応用を目指した橋渡し研究を行っていま
す。また、臨床で得られる知見や材料を元に、分子、糖
鎖、細胞レベルの解析を行い、臨床的動物モデルで確
認して、最終的には患者さんの元に還元することを目指
しています。

URL▶ https://chem.es.hokudai.ac.jp

URL▶ http://altair.sci.hokudai.ac.jp/infana/

URL▶ http://pel.es.hokudai.ac.jp/

URL▶ https://www.hokudaiseikei.jp/
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先導的な薬剤師による臨床研究

モデル動物から薬の作用機序を理解する

医薬品の適正使用のための薬物動態解析

臨床応用を目指した分子イメージング
薬剤・治療薬の開発

　私たちの研究室では、 医薬品および医薬情報管理に必要な
専門性の高い臨床薬学の知識・技術を学び、創薬・医療システ
ムや医薬品レギュラトリーサイエンスなど社会的要求の高い実学
的な研究と従来の実験科学研究を融合させた研究基盤の確立
を目指しています。
　さらに医療従事者のための社会人コースも設置されており、臨
床研究をデザインするための基本的知識・理論を習得することで
実効性の高い臨床薬学研究を展開しています。

　薬の開発は、薬が作用する標的分子を見つけ出す事から始ま
ります。しかし、ある薬がヒトの病気に効果があるかどうかを検証す
る為には、病気の動物モデルを作り、その有効性を調べる必要が
あります。私達の研究室では、消化器がんや腸の慢性炎症、栄
養不良のモデルを作成し、病気のしくみを解明しています。また、
既存薬や漢方成分の標的となる新しい分子を探索し、画期的な
新規治療法の発見につなげることをテーマとしています。

　当研究室では薬物の生体内動態に深く関わっている臓器で
ある小腸や肝臓、腎臓における薬物輸送や薬物代謝の機構お
よび個人差を生じる原因の解明に関する研究を行っています。ま
た、病態時における種々生理機能の変動や薬物動態学的な相
互作用を考慮し、血液中の薬物濃度を測定、シミュレーションす
ることにより、最適な処方設計を支援するための研究を行ってい
ます。

　当研究室では光や放射性物質を利用した新しいイメージング剤の
開発を行い、非侵襲的に分子イメージングすることで生きた動物の病
態の進行を評価したり、病気の原因を解明したりする研究を行っていま
す。開発した薬剤を臨床へ応用することを目指しており、基礎と臨床の
橋渡しとなる研究です。新しいメカニズムの光治療薬の開発も行って
おり、副作用の少ないがん治療法の開発とその臨床展開も私たちの
重要な研究テーマです。

URL▶ http://rinshoyakuzaigaku.pharm.hokudai.ac.jp/

URL▶ http://www.pharm.hokudai.ac.jp/byoutai/index.html

URL▶ https://www.pharm.hokudai.ac.jp/lab_17.html

URL▶ https://www.pharm.hokudai.ac.jp/bunseki/

尿中排泄糞中排泄 直腸投与
型遊離型結合型　

循環血液
タンパク結合
（アルブミン,ａ1-酸性糖蛋白質）

果）目的組織（薬理効果

合脱抱合

経口投与経経口投与経口投与

肝臓肝臓
（ 合）（代謝・抱合
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入学志願者

出願資格予備審査（必要な場合のみ。募集要項参照）

最終合格者

指導希望先の研究室へコンタクト（メール・電話）
※担当教員の研究内容、連絡先等についてはホームページをご覧ください。

https://www.lfsci.hokudai.ac.jp/

一般選抜 社会人特別選抜
（博士後期及び博士） 外国人特別選抜

出願書類の審査により学士課程・修士課程の学
修評価を行い、筆記試験（博士後期課程を除く）、
口頭試問を経て合格となります。
生命科学院では学部の垣根を取り除いたボーダ
レスな知識を求めますので、卒業学部の制限はあレ
りません。り

一般選抜

出願資格は官民問いません。社会人として積み重
ねた実績の評価を行います。

社会人特別選抜
（博士後期課程のみ）

入学試験を受験するために来日することが困難な
外国人を対象として、出願書類の審査を行います。
修士課程においては、一定の日本語能力が必要で
す。

外国人特別選抜

入学者

生命科学専攻
生命融合科学
コース

生命科学専攻
生命医薬科学
コース

ソフトマター専攻 臨床薬学専攻
生命科学専攻
生命システム科学

コース

出願資格（詳細は募集要項を参照願います。）

士（博士前期）課程■修士
次募集：令和元年  8月20日（火）・21日（水）第1次募

募秋 季 募 集：令和元年10月24日（木）・25日（金） ※予定

集：令和 2年  1月15日（水）・16日（木）第2次募集 ※予定

■博士後期課程・博士課程
第1次募集：令和元年  8月20日（火）・21日（水）
第2次募集：令和 2年  1月15日（水）・16日（木） ※予定

入試・選考の概要

選抜方法について

試験日について

博士前期）課程 ： 学士の学位を有する者等修士（博士
後期課程 ： 修士の学位を有する者等博士後期
課程 ： 学士（修業年限６年の課程）の学位を有する者等博士課

入学定員
生命科学専攻（修士116名、博士後期38名）
ソフトマター専攻（修士16名、博士後期6名）
臨床薬学専攻（博士6名）

入
試
に
つ
い
て
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〈生命科学専攻〉
▶必修科目
生命倫理学特論、生命科学学研究（修士課程）、生命科学特別研究（博士後期課程）
▶選択必修科目
各コースの概論、生命科学実実習、生命科学論文講読Ⅰ・Ⅱ
▶選択科目
各コースの全ての特論と基礎礎論
共通科目群：生命科学特別別講義Ⅱ～Ⅵ（国際、トピックス）
研究科目群（博士後期課程程）：文献講読、研究提案演習、少人数討論型育成プログラム
国際化科目群（博士後期課課程）：博士海外研究、国際研究集会企画プログラム
キャリア実践科目群（博士後後期課程）：ステップアップキャリア形成Ⅰ・Ⅱ、キャリアマネジメントセミナー、キャリア開発研究、博士インターンシップ

〈ソフトマター専攻〉
▶必修科目
ソフトマター科学概論、ソフトマター科学論文講読Ⅰ・Ⅱ、ソフトマター科学実実習、ソ習、ソフトマフトママター科ター科ー科ー科学研究学研究学研究研究学研究研究学研究学研究（修士（修士（修士（修士修士（修士（修士（（修士課程）課程）課程）課程）課程）課課程）課課課 ）、、、、、、、
ソフトマター科学特別研究（博士後期課程）
▶選択科目
特論及び特別講義
共通科目群：生命科学特別講義Ⅱ～Ⅵ（国際、トピックス）
研究科目群（博士後期課程程）：論文講読、研究提案演習、少少人数討人数討人数討人数討討論型育論型育論型育論型論型育論型育成プロ成プロ成プロ成プ グラムグラムグラムグググラムグ ムムムググ
国際化科目群（博士後期課課程）：博士海外研究、国際学会口学会口口口口頭発表頭発表頭発表頭発表頭発表、国際、国際国、国際国国際研究集研究集究集究集究集究集究集究集究 会企画会企会企画会企会会会企画会企画企画画企画プログプログプログプログログププログロログラムラムラムラムムムムムムラムムムムラム
キャリア実践科目群（博士後後期課程）：ステップアップキャキャャリア形リア形ア形リア形リア形形成、キ成、キ成、キキ成、キ成、キキキャリアャリアャリアャリアャリアリアアアリャリアャリア開発研開発研開発研開発研開発研開発研開発研開発研研研開発研研研発発 究究究究究究究究究究究究究究究

〈臨床薬学専攻〉
▶必修科目
臨床薬学特別研究、薬学倫倫理特論
▶選択必修科目
臨床薬学論文講読Ⅰ・Ⅱ、臨床薬学論文執筆演習、臨臨臨臨臨床薬学床薬学床薬学床薬学床薬学学実習、実習、実習、習実習、実習、実習、習、臨床薬臨床薬臨床薬臨床薬臨床薬床薬臨床薬臨床薬床床臨床薬臨床薬床薬床床 学技学技学技学技学技学学技術技術学技技術学技術学技術技術学技技術学学学 術技術術学 術実習実習実習実習実習実習実習実習実習実習実習習実習実習実習実習実習実実習実習実習
▶選択科目
特論及び特別講義、特別演演習、臨床研究計画法法法

〈生命科学院　共通科目〉
▶選択科目
特別講義、特別演習、特別実実習、海外留学

学院組織

開設する科目

　生命とは何か。この広漠な「理」を解き明かすため、本学院では先端の生命科学教育・研究を先駆的に行っています。平成24年からは新は新たに臨
床薬学専攻を設置し、既存の生命科学専攻と合わせて2専攻体制となりました。このうち、生命科学専攻には学生の興味や進路に合わせてて3つの
履修コースが設けられていますが、いずれのコースにおいても、生体分子の相互作用から種々の生命現象を包括的に理解し、さらにはそれららの応
用についても思考できる人材の育成を目指しています。北海道大学の部局を超えた協力体制に基づき、様々な分野の卓越した教授陣が各ココース
を担当するため、どのコースでも生命に関する広汎でかつ深い知識と解析能力を得ることができます。

生命科学専攻
生命融合科学コース

生命科学専攻
生命システム科学コース

生命科学専攻
生命医薬科学コース

先端生命科学研究院
電子科学研究所
産業技術総合研究所
物質・材料研究機構

理学研究院
農学研究院
遺伝子病制御研究所
電子科学研究所
低温科学研究所

ソフトマター専攻 臨床薬学専攻

先端生命科学研究院
医学研究院
北大病院
電子科学研究所
物質・材料研究機構

薬学研究院
北大病院薬剤部

薬学研究院
触媒科学研究センター
産業技術総合研究所
理化学研究所
国立医薬品食品衛生研究所
横浜市立大学

入
試
に
つ
い
て
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修士課程 修了者の進路（平成31年3月31日現在）

修士課程 修了者の就職先［H26-H30］（平成31年3月31日現在）

就職希望者の就職率：100.0％
教育・研究、医療技術（薬剤師）、医薬品開発、化学・合成

食品化学、情報通信、安全性試験分析など

メーカー
49.0%

その他
7.8%

北大大学院進学
19.3%

情情情情情 通信情報通
%3.7%

公務員 2.1%

中高教員 0.5%

技技術・
サービス
7.2%

その他の企業
8.2%

運輸・エネルギー 0.7%建設・不動産 0.2%

北大以外進学 1.4%

■具体的な就職先（平成30年度修了者）　※企業名は一例です。
職　種
製　薬
医　療
食　品
化　学

ＩＴ・精密機器
その他

企 業 名
小野薬品工業、シオノギ製薬、大日本住友製薬、中外製薬
ニプロ、函館五稜郭病院
味の素、森永製菓、ヤマサ醤油、雪印メグミルク
旭化成、花王、積水化学工業
住友電装、東芝デバイス＆ストレージ、ヤフー
北海道ガス、医薬品医療機器総合機構、北海道庁

進
路
・
就
職
先
に
つ
い
て
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 平成30年度 修了者数（修士） ： 116名
博士課程進学  ： 21名
就職・その他  ： 95名

就職希望者の就職率：100.0％
教育・研究、医療技術（薬剤師）、医薬品開発、化学・合成

食品化学、情報通信、安全性試験分析など



　北海道大学北キャンパス
地区にある次世代物質生命
科学研究センターは、生命科
学院、先端生命科学研究院
の中核的な教育・研究拠点で
ある。核磁気共鳴装置、質量
分析装置、次世代シーケンサ
ー、蛍光イメージング装置等
が配備され、糖鎖、脂質、エピ
ゲノム、自然免疫、ソフトマタ
ーなどに関する最先端の研
究が行われています。

次世代物質生命科学研究センター

蛍光相関法とははレーザー
光を高性能のレンズズで絞り、
溶液や生きた細胞中のの蛍光
色素の蛍光強度の揺ららぎを
利用して、分子の大きさやや数
を解析する手法です。レーーザ
ー顕微鏡と組み合わせ、高い高い
空間分解能を有したまま細細
胞中を観察し、分子の動きやや
数の変化、分子間相互作用
を解析することができます。

蛍光相関レーザー走査型蛍光顕微鏡

　結晶構造解析用のX線を
発生させる装置。タンパク質
の立体構造を決定するのに
使われます。窒素ガス吹き付
け装置も装備されています。
検出部には3枚のイメージン
グプレートを搭載しており、
露光、読み取り、消去の並行
処理ができるため、迅速な回
折データの収集が可能です。

X線構造解析装置

生体システムの理解には、
生命体の詳細な形態情報は
不可欠です。特に組織・細胞
レベル、あるいはそれ以下の
微小構造解析は、分子レベル
の機能解析とともに重要で
す。組織や細胞の内部や表面
の微細形態を観察できる最
新の電子顕微鏡により、共焦
点レーザー顕微鏡などとは
質的に異なる形態情報を得
ることができます。

高解像電子顕微鏡

　北キャンパス次世代物質
生命科学研究センターに設
置されている800MHzの核
磁気共鳴装置（NMR装置）。
タンパク質研究にとって高磁
場化は不可欠となっていま
す。この装置を使い、溶液中
におけるタンパク質の立体構
造決定、相互作用研究、運動
性の研究、リガンドスクリー
ニング等が行われています。

800MHz核磁気共鳴装置

日本発のアカデミア創薬を
目指し、化合物ライブラリー
拠点の全国6拠点の一つとし
て、難治性疾患ターゲットを
中心に、低分子化合物のスク
リーニング、インシリコスクリ
ーニングおよび最適化研究
を行っています。同時に高分
子創薬として抗体医薬や核
酸医薬等のバイオ医薬の開
発にも取り組んでいます。

創薬科学研究教育センター

　試料の分子量を測定する
装置であり、高感度かつ高速
で試料の分子量を測定する
ことが可能です。これにより、
微量な蛋白質およびペプチド
を同定することができます。ま
た、低流量の液体クロマトグ
ラフィーと組み合わせること
により、複雑な混合試料にお
いても迅速かつ高感度で蛋
白質およびその修飾などの同
定・解析が可能です。

イオントラップ型質量分析装置

コントラストの良い共焦点
画像を取得でき、試料を高詳
細・高速で観察できます。細
胞内の任意の分子に光刺激激
を与え、その挙動を追跡するる
こともできます。この装置にによ
り、細胞内のタンパク質やや核
酸の空間配置を高精度度に画
像化したり、ダイナミッククに起
こっている分子の挙動動を高速
で観察することが可可能となり
ました。

共焦点レーザー顕微鏡

主
な
施
設
・
設
備
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北海道大学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担当

詳しい情報はホームページで！ ▶ https://www.lfsci.hokudai.ac.jp/

〒060-0810 札幌市北区北10条西8丁目
TEL：011-706-3675　FAX：011-706-3279　E-mail：r-gakuin@sci.hokudai.ac.jp

北海道大学大学院生命科学院
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出典: 北海道大学 学務部 学務企画課 大学院担当



2 1 / January, 2020 

Dean, Graduate School of Life Science 

2019  
To Students expected to graduate from the Master's Program and Doctoral Program in the Division of 
Life Science, and Doctoral Program in the Division of Clinical Pharmacy   
Graduate School of Life Science in fiscal year 2019.  

2019  
Questionnaire for students regarding the Graduate Education in the 

Graduate School of Life Science in the fiscal year 2019 

 

 

 

The educational goal of training in the Graduate School of Life Science is for students to 

comprehensively understand various living phenomena based on the genomics and proteomics 

studies through biomolecular interactions, and to apply their knowledge and techniques in real life. 

In short, we aim to educate students with a strong intention to study not only basic life science 

but also the primary stage of applied life science, as in medicine, pharmaceutical science, veterinary 

medicine, agriculture, fisheries science, or biotechnology with broad, deep knowledge and 

analytical skills leading to creative research activities. Furthermore, we hope students to acquire 

technical capability to support application of the advanced scientific research and to enter a 

profession in research and higher education. 

We conduct student’s survey every year to review the outcomes of our education and any points 

to be improved based on the above principals of the educational goal of training in the Graduate 

School of Life Science, and to understand the current situation, using the result to the better 

improvement on education and supervision of the research. 

We would appreciate it if you complete this form. We thank you for your cooperation. 
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To students expected to graduate from the Master's Program and Doctoral Program in the 
Division of Life Science, Graduate School of Life Science in fiscal year 2019.  

2019 A B
/ Submit by method A or B. 

 / Submission Deadline 3 13 / March 13th (Friday)

/ How to submit 

Method A 
 “Web- Questionnaire”, recommended

URL: https://www.sci.hokudai.ac.jp/lf_fd_enquete/index.php?sid=22341

ID 
RIGAKU-JOHO System ID required

Method B A
Email / Electronic files to be sent to: 

Email: r-survey@sci.hokudai.ac.jp
* 2019
*The subject of the email should be " Life Science Graduate Education Survey 2019".

Option / A hard copy to be submitted to: 
A,B  

/ Transdisciplinary Life Science Course
/ Bio-system Science Course  

/ Division of Soft Matter
� / Graduate School
Educational Affairs Section, Science and Life Science Administration Department (1F
School of Science Bldg. #2)

    / Biomedical and Pharmaceutical Science Course
    / Division of Clinical Pharmacy 

� / Office of the pharmaceutical department (1F Graduate
School of Pharmaceutical Sciences)
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Questionnaire for students regarding the Graduate Education in the Graduate School of 
Life Science in the fiscal year 2019 

/ Please choose applicable items. 

 / Graduate Program / required  

MC 3  / international students expected to graduate from the Master's Program

MC 3 / students expected to graduate from the Master's Program

DC 3  / international students expected to graduate from the Doctoral Program

DC 3  / students expected to graduate from the Doctoral Program

 / Division, Course / required  

 / Transdisciplinary Life Science Course

/ Biosystems Science Course

/ Biomedical and Pharmaceutical Science Course

/ Division of Soft Matter

/ Division of Clinical Pharmacy

/ Graduate University / required  

/HU / Department/Course

/Other University / Department/Course  

MC, DC / required  
/ Please choose your post-graduate plans (If you are M2, select a plan after you finish Master's 
program)

/ Enroll in a doctoral course or a school overseas

/University or research institute

/ Private company

/ Government, municipal offices, or public agencies

/ Teacher(Elementary, junior and high school)

/ Other  

MC, DC  
/ For all students, please survey following questionnaire Items. 

/ Questionnaire Items

MC, DC  
/ Principles and curriculum system of MC and DC in the Graduate School of Life Science 

MC, DC  
/ Supervision of research and the research environment of MC and DC in the Graduate School of Life 
Science 

 
/ Methods of communication and information on studying in the Graduate School of Life Science 

 
/ Master's thesis and doctoral thesis 
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MC, DC   
/ Principles and curriculum system of MC and DC in the Graduate School of Life Science 

MC, DC 
 

/ Our goal is to nurture students who can conduct original research on specific area (own area of study) 
while comprehensively understanding various knowledge in the Graduate School of Life Science. To 
achieve our goal, we would like to hear your opinion on our curricula (including course works and 
research activities) in the Master's program and Doctoral program. 

(Q)  
 

/ Do you think, overall, current curricula adequately improve the students’ abilities and 
qualities? 

/ Yes

/ No

/ I don’t know

(Q)  
 

/ Do you think current curricula provide advance knowledge and cultivate specific areas of 
study in the field of Life Science? 

/ Yes

/ No

/ I don’t know

(Q)  
 

/ Do you think the curricula provide students with the broad knowledge of the entire field of 
life science? 

/ Yes

/ No

/ I don’t know

(Q)  

 
/ One of our educational goals is to provide broad knowledge of the field. Do you think this 
goal is important for you to set up the firm base to proceed in various career paths in the 
future? 

/ Yes

/ No

/ I don’t know
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(Q)  
 

/ Regarding undergraduate curricula before entering the Graduate school of Life Science, are 
there any courses that you should have taken or any educational contents that should be 
incorporated? Please choose all applicable 

/ General education class (General subjects)

/ Example  

/ General education class (Basic subjects)

/ Example  

/ Specialized subjects

/ Example  

/ Subjects in other departments

/ Example  

/ Any educational contents that should be incorporated

/ Example

/ Nothing

(Q)
 

/ Please provide your comments such as positive aspects or aspects to be improved 
regarding your program or courses. 

 / Positive aspects  

/ Aspects to be improved  
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MC, DC   
Supervision of research and the research environment in the Graduate School of Life 

Science 

/ This questionnaire is regarding the supervision of research and the research environment. 

(Q)   
/ Are you content with your own approach towards the research theme? 

/ Yes

/ No

/ Not certain

(Q)   
/ Are you content with your research environment? 

/ Yes

/ No

/ Not certain

(Q)   
/ Do you think the research environment have helped you improve your research abilities? 

/ Yes

/ No

/ Not certain

(Q)   
/ Do you think you are satisfied with your research results? 

/ Yes

/ No

/ Not certain

(Q)   
/ Was it beneficial to have the supervision provided by multiple supervisors with different 
viewpoints? 

/ Yes

/ No

/ Not certain

/ Any request regarding the system of supervision and support by a main supervisor and a sub supervisor?

/ Request  

(Q)   
/ Which of below helped you develop your research (Choose all applicable)? 
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 / Classes in the Graduate School

 / Attending the seminars or lectures

/ Dairy discussion with supervisor and senior colleagues

/ Communication with other researchers (at the conferences, etc.) 

/ Other

/ 

Specifically:  
(Q)

 
/ Which of below (Q6) helped you develop your research (Choose for the one most helped)? 

 / Classes in the Graduate School

 / Attending the seminars or lectures

/ Dairy discussion with supervisor and senior colleagues

/ Communication with other researchers (at the conferences, etc.) 

/ Other

/ Specifically:  

(Q)  TA  
/ What do you think about the experience of teaching the junior students (including TA)? 

/ It has contributed to improving abilities on my own research and teaching skills 

/ It has NOT contributed to improving abilities on my own research and teaching skills 

. / Neither of above.

/ I have no experiences.

(Q)
 

/ Please provide your comments such as positive aspects or aspects to be improved regarding 
the research supervision and environment. 

 / Positive aspects  

/ Aspects to be improved  
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Methods of communication and information on studying in the Graduate School of Life Science 

 
This is a questionnaire regarding the administrative communication and information methods on 
studying in the Graduate School of Life Science: 

(Q)  
ID

/ The students in the Graduate School of Science are asked to register in the Rigaku Joho
System at the time of entrance. Have you used this system ?

/ Often

/ Sometimes

/ Seldom

/ Never

(Q)  
https://www.sci.hokudai.ac.jp/jimu_renraku/risyu/index.php#g_lfsci  

/ Did you know that the “Information /For students” (class and other information) are posted 
on the Rigaku Joho System  https://www.sci.hokudai.ac.jp/jimu_renraku ? 

/ Yes

/ No

(Q)  http://www.lfsci.hokudai.ac.jp

/ Would you like web-link from http://www.lfsci.hokudai.ac.jp/en/ to “Information /For 
students” on the Rigaku Joho System? 

/ Yes

/ No

/ Either is fine

(Q)
 

/ Would you like any additional information or functions on the “Information /For students”? 

/ Yes / Example  

/ No

(Q)  

 
/ Please provide your comments such as positive aspects or aspects to be improved on our 
website, methods of communications, and our administrative contacts. 

 / Positive aspects  

/ Aspects to be improved  
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Master's thesis and doctoral thesis

 
/ Please rate the improvement on your abilities through the research activities for your master’s thesis or 
doctoral thesis (including the research, course work and independent activities). 

/ Master’s Program  

(Q)  

 
/ Improved the ability on in-depth knowledge and skills in applied research in life science 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

(Q)   
/Acquired technical skills to apply to the highly advanced scientific research. 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

(Q)  

 
/ Acquired basic knowledge about bioethics and intellectual property necessary for 
researchers and technicians. 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

(Q)   
/ Acquired communication and presentation skills acceptable in international communities. 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change
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/ Doctoral Program  

(Q)  

 
/ Improved basic knowledge and abilities as follows to promote independent research 
activities: (Knowledge, abilities to plan a research, analytical abilities, application skills) 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

(Q)   
/ Acquired necessary knowledge and skills to proceed to highly advanced and original 
research. 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

(Q)  

 
/ Acquired an ability to lead the research and development activities in the advanced field 
of life sciences on an international scale. 

1. / Significantly improved

2. / improved

3. / No change

 
Thank you for your co-operation. 
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北海道大学
大学院先端生命科学研究院
大学院生命科学院

Faculty of Advanced Life Science, Graduate School of Life Science, 
Hokkaido University

資料Ⅱ ２　先端生命科学研究院概要リーフレット（2019年度）
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北海道大学学 大学院先端生命科学研究院・教育担当教員
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2020/01/09 22:47ごあいさつ（旧センター） – 北海道大学 大学院先端生命科学研究院附属施設 次世代物質生命科学研究センター

1/2 ページhttps://life.sci.hokudai.ac.jp/fr/former-center-information/massage-from-the-director-former

次世代ポストゲノム研究センター長 門出 健次

北海道大学では、21世紀における大学の機構改革、特に大学院の組織改革として、学院・研
究院制度が導入されており、部局の壁を超えた新しい生命科学の教育、研究をめざす融合型
組織として、大学院生命科学院と、その研究の中核組織である大学院先端生命科学研究院が
組織化されております。次世代ポストゲノム研究センターは先端生命科学研究院の中核的付
属施設として同時に併設されました。

のハブが研究棟内に置かれ、主として先端生命科学
研究院専任の教員を中心にして、他部局からの協力教員も含めて運営されてきました。これ
まで、

北海道大学 大学院先端生命科学研究院附属施設

次世代物質生命科学研究
センター

センター概要 ユニット･スタッフ Annual Report 研究セミナー

研究プロジェクト 外部資金受入状況

ごあいさつ(旧センター)ささささささささつ(旧セセセセセセセセ
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次世代ポストゲノム研究センターには 、「創薬科学基盤イノベーションハブ 」「ポストゲノム
タンパク質解析イノベーションハブ 」「フォトバイオイメージングイノベーションハブ 」「バ
イオミクスイノベーションハブ」の４つの

センターでは、文部科学省の先端融合イノベーション拠点形成事業「未来創薬・医療



2020/01/09 22:47ごあいさつ（旧センター） – 北海道大学 大学院先端生命科学研究院附属施設 次世代物質生命科学研究センター

2/2 ページhttps://life.sci.hokudai.ac.jp/fr/former-center-information/massage-from-the-director-former

てまい
りました。

設置10年を迎え、設置当初のセンターの目的は、充分達成されたと判断されましたが、

また、ライフサイエンス研究自
身も

た。これまで培った
本学の強みであるライフサイエンス系の産学連携体制の更なる強
化を図るため、平成28年４月１日より本センターの名称を「次世代物質生命科学研究センタ
ー」と改め、更なる機能強化を図りました。これまで以上にご支援のほど、よろしくお願い
いたします。

次世代ポストゲノム研究センター長　門出　健次

北海道大学 大学院先端生命科学研究院附属施設

次世代物質生命科学研究
センター

お問合せ･アクセス

サイトポリシー

学内専用会議室システム

JA EN

180

イノベーション拠点形成」、特別研究教育経費「次世代ポストゲノム科学を活用した早期診
断・予防法の実証的展開研究教育拠点の形成」などの大型国家プロジェクトを遂行して

え、設置当初のセンターの目的は、充分達成されたと判断さ 発足
当時と比べて、知的基盤・研究プラットフォームの形成、研究成果の社会還元などのセンタ
ーが掲げた理念は、益々社会的な要請が強まっております。ま

グローバルな視点から更なる機能強化の必要が生じました
も、 年前のポストゲノム研究から生命科学と物質科学の融合研究へと大きく発展する新10年

時代に突入しし、グ



1
8
1



1
8
2



1
8
3



1
8
4



2019/02/25 8:55朝刊紙面ビューアー：朝日新聞デジタル

1/1 ページhttps://digital.asahi.com/honshiimage/launcher.php?ap=Md0V3…BDLKmM%2BXLBEwPqFszLtMOEsCPCySggK%2FXACrSG0%3D&tid=13908437

↓

1
8
5



20
19
/0

9/
25

 1
7:

02
新
着
情
報

: 1
0年
に
渡
る
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
, W

PI
-I

C
Re

D
D
の
幕
開
け
前
夜

1/
4 
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

w
w

w.
ho

ku
da

i.a
c.

jp
/n

ew
s/

20
18
/1

2/
10

-w
pi

-i
cr

ed
d.

ht
m

l

10
年

に
渡

る
大

型
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
, W

PI
-IC

Re
D

D
の

幕
開

け
前

夜

本
学

が
今

年
10

月
に

採
択

さ
れ

た
, 文

部
科

学
省

国
際

研
究

拠
点

形
成

促
進

事
業

費
補

助
金

「
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
研

究
拠

点
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
W

PI
）

」
。

事
業

期
間

は
 1

0 
年

で
，

毎
年

約
７

億
円

の
補

助
金

が
交

付
さ

れ
ま

す
。

拠
点

名
は

「
化

学
反

応
創

成
研

究
拠

点
」

, 通
称

“IC
Re

D
D

（
ア

イ
ク

レ
ッ

ド
）

”。
先

日
, I

C
Re

D
D

始
動

に
あ

た
り

異
分

野
融

合
の

第
一

歩
と

し
て

, 1
1名

の
主

任
研

究
者

（
Pr

in
ci

pa
l I

nv
es

tig
at

or
, 以

下
PI

）
が

自
身

の
研

究
に

つ
い

て
発

表
し

, 意
見

交
換

を
し

ま
し

た
。

本
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
は

学
内

関
係

者
に

も
公

開
し

, 若
手

研
究

者
や

学
生

な
ど

約
12

0名
が

参
加

し
ま

し
た

。

今
回

参
加

し
た

拠
点

メ
ン

バ
ー

拠
点

長
の

前
田

理
教

授
は

, 「
生

命
を

含
む

す
べ

て
の

も
の

は
, 化

学
反

応
に

よ
っ

て
つ

く
ら

れ
て

い
ま

す
。

歴
史

を
辿

っ
て

み
て

も
, 鉄

の
精

製
や

, ハ
ー

バ
ー

ボ
ッ

シ
ュ

法
な

ど
, 化

学
反

応
は

世
界

を
一

変
さ

せ
て

き
ま

し
た

。
IC

Re
D

D
を

通
し

て
, 化

学
反

応
に

よ
り

, 医
薬

, 食
料

, 環
境

, 材
料

な
ど

に
関

し
て

貢
献

し
て

い
く

の
が

私
た

ち
の

夢
で

す
。

し
か

し
, そ

れ
ほ

ど
大

き
な

力
を

持
っ

て
い

る
化

学
反

応
で

す
が

, そ
れ

は
試

行
錯

誤
の

末
（

も
し

く
は

偶
然

）
に

発
見

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

, 発
見

ま
で

に
膨

大
な

時
間

が
掛

か
り

ま
す

。
私

た
ち

は
, そ

の
化

学
反

応
の

つ
く

り
方

を
一

変
し

て
い

き
た

い
。

計
算

科
学

を
使

っ
て

未
知

の
化

学
反

応
を

予
測

し
, そ

こ
か

ら
実

験
に

よ
り

実
現

可
能

な
化

学
反

応
を

発
見

し
て

い
く

と
い

う
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
を

構
築

し
て

い
き

た
い

の
で

す
」

と
話

し
ま

し
た

。
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拠
点

長
の

前
田

教
授

副
拠

点
長

で
あ

る
伊

藤
肇

教
授

は
, ま

ず
W

PI
事

業
に

つ
い

て
改

め
て

説
明

し
ま

し
た

。
高

い
レ

ベ
ル

の
研

究
者

を
中

核
と

し
た

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

こ
の

事
業

で
は

, 「
世

界
最

高
レ

ベ
ル

の
研

究
水

準
」

，
「

融
合

領
域

の
創

出
」

，
「

国
際

的
な

研
究

環
境

の
実

現
」

，
「

研
究

組
織

の
改

革
」

の
 4

 つ
の

自
主

的
な

取
り

組
み

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

「
IC

Re
D

D
の

最
終

目
標

は
, 計

算
科

学
・

情
報

科
学

・
実

験
科

学
と

い
う

３
つ

の
研

究
分

野
の

融
合

で
す

。
目

標
達

成
の

た
め

に
, ま

ず
は

2分
野

交
流

か
ら

始
め

て
い

き
ま

し
ょ

う
」

と
伊

藤
教

授
。

当
事

業
へ

の
IC

Re
D

D
の

意
気

込
み

を
語

り
ま

し
た

。

副
拠

点
長

の
伊

藤
教

授

今
回

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

通
し

て
, 事

業
の

重
要

性
や

本
学

が
す

べ
き

こ
と

に
つ

い
て

再
確

認
し

, P
I同

士
が

一
丸

と
な

っ
て

目
標

達
成

に
向

か
え

る
よ

う
, 互

い
の

研
究

内
容

を
理

解
し

合
う

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
第

１
回

IC
Re

D
D

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

は
, 来

年
の

３
月

頃
を

予
定

し
て

い
ま

す
。
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参
加

者
全

員
で

第
1回

IC
R

eD
D

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
学

内
関

係
者

限
定

）
第

1回
IC

R
eD

D
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

学
内

関
係

者
限

定
）

日
時

：
12

月
4日

（
火

）
10

:0
0～

17
:4

5
会

場
：

医
学

部
 フ

ラ
テ

ホ
ー

ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

1.
趣

旨
説

明
拠

点
長

 前
田

理
（

理
学

研
究

院
 教

授
）

 /
 副

拠
点

長
 伊

藤
肇

（
工

学
研

究
院

 教
授

）

2.
各

分
野

の
PI

よ
り

自
身

の
研

究
概

要
発

表

＜
計

算
科

学
＞

「
化

学
反

応
ル

ー
ト

マ
ッ

プ
の

構
築

, 解
析

, お
よ

び
利

用
」

　
拠

点
長

 前
田

理
（

理
学

研
究

院
 教

授
）

「
第

一
原

理
反

応
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
と

触
媒

・
光

反
応

に
お

け
る

実
験

と
の

協
働

」
　

武
次

徹
也

（
理

学
研

究
院

 教
授

）

＜
情

報
科

学
＞

「
化

学
反

応
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

と
機

械
学

習
」

　
瀧

川
一

学
（

情
報

科
学

研
究

科
 准

教
授

）
「

実
世

界
非

構
造

デ
ー

タ
か

ら
の

超
高

速
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
」

　
有

村
博

紀
（

情
報

科
学

研
究

科
 教

授
）
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「
化

学
反

応
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

経
路

探
索

, ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

お
よ

び
分

子
デ

ー
タ

科
学

へ
」

　
小

松
崎

民
樹

（
電

子
科

学
研

究
所

 教
授

）

＜
実

験
科

学
＞

「
新

し
い

反
応

と
新

し
い

材
料

の
開

発
：

計
算

科
学

と
情

報
科

学
と

実
験

科
学

の
イ

ン
タ

ー
プ

レ
イ

を
目

指
し

て
」

　
副

拠
点

長
 伊

藤
肇

（
工

学
研

究
院

 教
授

）
「

ひ
も

状
分

子
で

切
り

拓
く

化
学

反
応

」
　

猪
熊

泰
英

（
工

学
研

究
院

 准
教

授
）

「
不

斉
合

成
触

媒
の

開
発

と
理

論
計

算
の

課
題

」
　

澤
村

正
也

（
理

学
研

究
院

 教
授

）
「

理
論

計
算

を
基

盤
と

し
た

強
発

光
分

子
材

料
の

開
発

」
　

長
谷

川
靖

哉
（

工
学

研
究

院
 教

授
）

「
機

能
性

ゲ
ル

創
製

に
お

け
る

化
学

反
応

の
課

題
と

理
論

計
算

へ
の

期
待

」
　

龔
剣

萍
（

先
端

生
命

科
学

研
究

院
 教

授
）

「
IC

Re
D

D
に

お
け

る
サ

イ
エ

ン
ス

・
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

と
医

学
・

医
療

の
接

点
」

　
田

中
伸

哉
（

医
学

研
究

院
 教

授
）

3.
総

括
拠

点
長

 前
田

理
（

理
学

研
究

院
 教

授
）

（
総

務
企

画
部

広
報

課
 研

究
広

報
担

当
 菊

池
優

）

1
8
7

「
機

能
性

ゲ
ル

創
製

に
お

け
る

化
学

反
応

の
課

題
と

理
論

計
算

へ
の

期
待

」
　

龔
剣

萍
（

先
端

生
命

科
学

研
究

院
 教

授
）
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Laboratory of Mathematical Biology, Faculty of  Advanced Life Science 

We investigate a given microbial community by integrating omics data on the basis of community ecology theories and 

methodologies. Mathematical modeling and data analysis are employed to extract the essence of community assembly rules 

from existing microbial ecosystem to construct a novel artificial microbial community. Other related topics include omics data 

analysis in precision medicine or development of novel mathematical tools for data analysis in life sciences. 

 snakaoka@sci.hokudai.ac.jp 

A microbial community changes dynamically as a result of complex interactions among ingredients 
such as bacteria and virus. Mathematical modeling is useful to constitutively understand dynamical 
process of a microbial community in terms of microscopic community assembly rules. The purpose 
of this subtopic is to understand the role of core interactions on dysbiosis, compositional change of 
a community during disease progression toward reducing species diversity. 

Mathematical modeling and quantitative data 
analysis with their applications in life science 

Mathematical modeling of microbial community dynamics: 
understanding community assembly rules in microbial societies 

Quantitative data analysis of microbial community dynamics:  
mining community assembly rules in  microbial societies  

Data analysis is indispensable to identify ingredients that drive dynamic change of a microbial 
community. The purpose of this subtopic is to apply various methodologies in data science for 
extracting critical microscopic factors and community assembly rules that constitute a microbial 
community. Processing environmental metagenomics data is a primary step to highlight core 
interactions mediating disease progression associated with dysbiosis.  

http://altair.sci.hokudai.ac.jp/infmcb/ 

Shinji NAKAOKA, Project Lecturer  
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北海道大学COI

金/

Liveand
Work
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北 20 条東門

エルムトンネル

環状門 地下鉄南北線
北 18 条駅

地下鉄南北線
北 24 条駅

↑至麻生

※ 一般車両は通行できません。北 20 条西門
札幌工業高校

↓至札幌
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Work
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https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/topic/6665
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2018/10/03 17:33“Scientists, come east. Asian countries are enthusiastic to recruit foreigners into their teams” | IRB Barcelona

1/2 ページhttps://www.irbbarcelona.org/en/news/in-vivo-newsletter/scientists-co…ian-countries-are-enthusiastic-to-recruit-foreigners-into-their-teams

11 MAR 2016

In Vivo News

“Scientists, come east. Asian countries are
enthusiastic to recruit foreigners into their teams”

Fayna García (Las Palmas,

1979) did her doctoral thesis

on the synthesis of peptides of biomedical interest at

IRB Barcelona under the supervision of Fernando

Albericio. Having nished her PhD in 2007, she is one of

the rst female doctoral students and alumni of the

Institute. In 2008, she applied for an academic position

at the Hokkaido University (HU) School of Life Sciences

that was offered exclusively to female scientists. She

would be later appointed Assistant Professor at the

same University, a position that she still holds today. At

the same time, she has raised a family in Japan. Fayna

explains what it is like being a female researcher, and a

mother, outside of Europe and North-America.

What do you remember about your PhD studentWhat do you remember about your PhD student

days at IRB Barcelona?days at IRB Barcelona?

I have very good memories of my great work colleagues,

other PhD students, and postdocs… I think we shared

the same mindset and passion for what we were doing.

Some of us are still in touch today, and we help each other out. We also try to help clear up doubts that often

arise about certain chemical reactions, protocols, etc. Every time I come to Barcelona, which is once a year, I

stop by IRB Barcelona for a visit.

What research projects are you currently working on and what are your scientic goals?What research projects are you currently working on and what are your scientic goals?

When I moved to Hokkaido University, I started to synthesise peptides bearing sugars to study the

interaction with immune system proteins as antibodies. Sugar molecules are very important biomolecules

with striking and diverse functions in our organism. Our cells use different types of sugars, also called

“glycans”, for many different purposes. For example, cells need to communicate with each other, and

glycans are one of the ways to establish this communication. The glycans in our cells form a very dynamic

system that allows cells to adapt. I am interested in doing comprehensive glycan proling to identify

biomarkers in normal cells versus malignant cells.

My ultimate goal is to obtain glycan derivatives that can be used for diagnostics and potentially in cancer

vaccines. I'd be interested in collaborating with scientists who work on the role of sugars in their biological

system.

How would you like to reconnect with IRB Barcelona in the future? How do you think theHow would you like to reconnect with IRB Barcelona in the future? How do you think the

Institute’s Alumni network can contribute to a scientist's career?Institute’s Alumni network can contribute to a scientist's career?

Researchers are usually unaware of what people in the next lab are working on, and that is a real pity. I think

it would be great to have some practical virtual meeting point –  or even a physical one, a sort of symposium

– where we could nd out about what others are up to, a forum in which we could match up scientists with

different expertises working on different aspects of a problem to come up with new approaches.

Collaborations are a very good reason to reconnect. We have all had the experience of working in the same

institute and this can help ignite the desire do something together or something bigger, or to develop new

ideas.

What is it like being a female scientist in Japan? How are gender equality issues addressed?What is it like being a female scientist in Japan? How are gender equality issues addressed?

Years ago, HU was generously funded by a gender equality programme run by the Japanese Ministry of

Education and Science to open academic positions for female researchers. At HU’s School of Life Science,

women account for only 5% of faculty, and the objective is to reach 20% by 2020. HU’s action plan includes

providing technical support in the lab after motherhood, in-house assistance when young children are ill,

etc. This way, working mothers can take continue with their careers more easily. Also, women at HU have

bimonthly gatherings, attend training courses on strategic skills. I can relate to female researchers who

consider giving up science when they become mothers. When I became a mother, I had the feeling that I

just couldn’t handle everything, and this kind of support was extremely helpful.

What advice would you give to a scientist planning to continue his or her career outsideWhat advice would you give to a scientist planning to continue his or her career outside

Europe or the US?Europe or the US?

Fayna García is an expert in cancer vaccine research
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2/2 ページhttps://www.irbbarcelona.org/en/news/in-vivo-newsletter/scientists-co…ian-countries-are-enthusiastic-to-recruit-foreigners-into-their-teams

I think that going for an unusual destination gives your curriculum added value. It enriches you and shows

you are adaptable and open-minded. While I do recommend it, I think it is important to enter such a

situation keenly aware that  the mindset and objectives of people in the host country may be different to

your own. I wouldn’t recommend trying working exactly like  they do, but to nd the right balance between

your own personality and their customs. Asian countries are usually enthusiastic to recruit foreigners into

their teams, particularly if they come from western cultures. It’s an easy way for them to become familiar

with the international way of thinking. In Japan in particular, there are postdoctoral fellowships that are

offered exclusively to Westerners. In recent years, a number of university professor positions have also been

opened for people with international proles. (Sara Martorell)

Alumni peptide synthesis cancer vaccines glycans
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The immune system of the alpaca reveals a potential treatment for cancer
A study done at IRB Barcelona and the Vrije Universiteit Brussel identies camelid nanobodies
able to block EGF, a protein that is abundant in tumour cells and that helps them to
proliferate.

A study using Drosophila sheds light on the metastatic behaviour of human
tumours
Most solid tumours with metastatic potential show a high degree of chromosomal instability.

A study published in the journal Developmental Cell demonstrates that chromosomal
instability itself promotes invasive behaviour.

The researchers identify the oncogene Fos and the tumour suppressor Capicua as necessary
molecular elements mediating this invasive behaviour.

Chromosomal instability in tumours revealed to promote metastasis
La Vanguardia reports on a recent study published by Marco Milán’sMarco Milán’s lab in the journal
Developmental Cell. On the basis of their ndings in the fruit y (Drosophila melanogaster),
the scientists have concluded that the chromosomal instability characteristic of tumours can
promote invasive behaviour in cancer.
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Click 'OK' to accept or ‘more information’, to learn about our Cookies Policy.Click 'OK' to accept or ‘more information’, to learn about our Cookies Policy.
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       ◇受講者募集要項
           定　員：１００名
            先着順。 全講座受講者に修了書授与。
            単独の講座受講もどうぞ。  　
           受講料：無料
             「道民カレッジ（主催：（公財）北海道
            生涯学習協会）」連携講座
           募　集 ：１０月１日（月）より受付、
            定員になり次第終了。  当日空きが
           あれば受講をお受けします。

◇お申し込み・お問い合わせ
函館市教育委員会生涯学習部生涯学習
文化課
〒040-8666  函館市東雲町４番13号　　
TEL：0138-21-3566　FAX：0138-27-7217　

（一財）北海道青少年科学文化財団
〒064-0809　札幌市中央区南９条西3丁目　
パークビル４F　
TEL：011-788-2011  FAX：011-788-2211　　
Mail: zaidan.ho@tune.ocn.ne.jp

   主催：一般財団法人 北海道青少年科学文化財団　
共催：函館市教育委員会

後援：北海道大学、北海道教育委員会、北海道高等学校長協会、北海道高等学校理科研究会
北海道新聞函館支社、函館新聞社、NHK函館放送局

第27回先端科学移動大学 2018
高等学校訪問授業

         平成30年11月16日 金 ＊一般の方の受講は出来ません

           函館中部高等学校「自然知能と人工知能～アメーバとヒトの比較から～」
北海道大学電子科学研究所 教授　中垣 俊之   先生

           函館稜北高等学校「人類が初めて発見した病原体」
                    北大人獣共通感染症リサーチセンター 教授　東　 秀明   先生

           市立函館高等学校「気象と気候を予測する」
北大大学院地球環境科学研究院 准教授   堀之内 　武   先生

           遺愛女子高等学校「高校生のための『蛙（あ）学への招待』」
北海道大学高等教育推進機構 教授　 鈴木　 誠   先生　

           函館白百合学園高等学校「がん細胞の動きを止めろ！」
   北大大学院先端生命科学研究院 教授　芳賀    永   先生

高
      平成30年
          函館中部高

          函館稜北高
                  北大人獣

            平成 30年11月17日（土）
               ＜受付 = 9: 15 ～ 開講 =9:45 ～ 16:30＞

             函館市総合保健センター
               （函館市五稜郭町 23 番 1 号）

講者募集

受講者
    募集

Hakodate

       昼食休憩　　
12:15～13:00

  開 講 式
9：45～10：00 

     講   座　
   10：00～16：20

  閉 講 式
  16：20～16：30 

 ～修了証の授与～

第1講
（10：00～11：00）

     「自然知能と人工知能」
 ～アメーバとヒトの比較から～

 単細胞生物のアメーバはそれほど
「単細胞」ではない？

   北海道大学電子科学研究所 教授　

 中垣　俊之　先生

第2講
（11：10～12：10）

「がん細胞の動きを止めろ！」

がん細胞が動くメカニズムとそれを
止めるための最新の技術について。

      北海道大学大学院先端生命科学
 研究院教授 

芳賀   永  先生

第5講
（15：20～16：20）

「人獣共通感染症の克服を目指して」
   ～アフリカにおける炭疽の現状～

     

           致死率90％を超える非常に怖い病気
          「炭疽」と人獣共通感染症について。

北海道大学人獣共通感染症
リサーチセンター教授

東    秀明  先生

第4講
（14：10～15：10）

「気象と気候を予測する」
                

 気象と気候の予測について，様々
な観測や最先端の研究を交えて。

   北海道大学大学院地球環境科学
研究院 准教授

准教授 

堀之内   武  先生

第3講
（13：00～14：00）

  「市民のための
  『蛙（あ）学への招待』」

 蛙たちの知られざる姿、生きるため
 の戦略など、その秘密について。

   北海道大学高等教育推進機構 教授 

鈴木    誠  先生

日時

会場

● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
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 北海道大学大学院先端生命科学
 研究院教授 

芳賀   永  先生



 主催：一般財団法人 北海道青少年科学文化財団　
共催：釧路市教育委員会・（一財）釧路市民文化振興財団

後援：北海道大学、北海道教育委員会、北海道高等学校長協会、北海道高等学校理科研究会
北海道新聞釧路支社、釧路新聞社、NHK釧路放送局

Kushiro
             令和元年11月16 日（土）
               ＜受付 = 9: 15 ～ 開講 =9:45 ～ 16:30＞

           

日時

会場  釧路市生涯学習センター
   （まなぼっと幣舞）
   （釧路市幣舞町４番 28 号）

　

第28回先端科学移動大学  2019

第１講
10:00 ～11:00

第２講
11:10 ～12:10

第３講
13:00 ～14:00

「地球外生命体はいるのか？」
宇宙には高等生物は私たちしかいないので
しょうか？人類にとって最も本質的な疑問
について考えてみましょう。
　　　北海道大学大学院理学研究院 教授

鈴木 久男　先生

          昼食休憩　　
12:15 ～13:00

               「がんって何？」 
  ～がんのリスクを下げる生活習慣～
正常な細胞ががんという状態に陥る仕組み
と、がん化した細胞が生命を脅かす原因に
ついてお話します。
北海道大学大学院先端生命科学研究院 教授    

芳賀   永　先生「釧路を襲う巨大津波について」
北海道の過去の巨大津波の痕跡や、それから分かる巨大津波
発生のメカニズムと将来の対策について。　　　

北大大学院理学研究院 
地震火山研究観測センター 教授 
谷岡  勇市郎　先生

第５講
15:20 ～16:20

     
◇受講者募集要項◇
 定　員：８０名
先着順、 全講座受講者に修了証授与。 単独の
講座受講もお受けします。  　
 受講料：無料
道民カレッジ （主催：北海道立生涯学習セン
ター）連携講座

◇お申し込み・お問い合わせ◇
釧路市生涯学習センター
〒085-0836  釧路市幣舞町４番２８号
Tel：0154-41-8181  Fax：0154-41-8182　
E-mail：manabu@kushiro-bunka.or.jp

（一財）北海道青少年科学文化財団
〒064-0809　札幌市中央区南９条西３丁目　
パークビル４F
Tel：011-788-2011　Fax：011-788-2211　
E-mail: zaidan.ho@tune.ocn.ne.jp

◇
受講者

    募集

第４講
14:10 ～15:10

「釧路の皆様のための
『蛙（あ）学への招待』」

「蛙」の華麗なる魅力や知られざる姿、繁殖するた
めの戦略など、皆様の知らない世界にご案内します。

北海道大学
            高等教育機能推進機構 教授  

鈴木    誠　先生
   「バイオミミクリーと

          持続可能な開発目標（SDGs）」
　   様々な先端科学分野が協力し合う「バイオミミクリー」という分野
       が、私たちの暮らしや産業の環境負荷低減に期待されています。

北海道大学大学院 
先端生命科学研究院 教授  

出村　誠　先生
    閉 講 式　

～修了証の授与～
16:20 ～ 16:30

高等学校訪問授業
          釧路湖陵高校「バイオミミクリーと持続可能な開発目標（SDGs)」

 北大大学院先端生命科学研究院 教授　出村   誠   先生

          釧路江南高校「宇宙の暗黒面；暗黒物質と暗黒エネルギー」
北大大学院理学研究院 教授　鈴木 久男   先生

          釧路北陽高校「釧路北陽高校１年生のための“蛙（あ）学への招待”」
 北海道大学高等教育推進機構 教授   鈴木   誠   先生

          釧路明輝高校「世界最先端の津波予測」
            北大大学院理学研究院 地震火山研究観測センター 教授　谷岡 勇市郎   先生　　

          釧路東高校「がんって何？～がんのリスクを下げる生活習慣～」
 北大大学院先端生命科学研究院 教授　芳賀    永   先生

       令和元年11月15日 金 ＊一般の方の受講は出来ません

講　座
10:00 ～16:20

開 講 式
 9:45 ～10:00
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夏季講演会

第第199回 北海道大学薬学部 生涯教育特別講座

平平成成2288年年77月月2299日日
1188::3300～～2200::0000
北北海海道道大大学学薬薬学学部部 臨臨床床薬薬学学講講義義室室
（札幌市北区北12条西6丁目）

会費：無料（事前申申込込不不要要））会費
定定員員：

無料：無
：：1150

事料（
0000名名

金金

主主催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部、、日日本本薬薬学学会会北北海海道道支支部部
共共催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部同同窓窓会会、、北北海海道道病病院院薬薬剤剤師師会会
後後援援：：北北海海道道薬薬剤剤師師会会、、日日本本薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー

おお問問いい合合わわせせ 〒060-0812 札幌市北区北12条西6丁目
生涯教育特別講座事務局 北海道大学大学院薬学研究院 臨床薬学教育研究センター
TEL/FAX 011-706-3705 E-mail：erccp@pharm.hokudai.ac.jp 

・・薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー受受講講シシーールル（（11単単位位））
・・日日病病薬薬病病院院薬薬学学認認定定薬薬剤剤師師制制度度 研研修修単単位位シシーールル

（（領領域域ⅡⅡ--66 教教育育・・研研究究 11単単位位））
いいずずれれかか一一方方をを受受けけ取取るるここととががででききまますす。。奮奮っっててごご参参加加くくだだささいい。。
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第第199回 北海道大学薬学部 生涯教育特別講座

..

主主催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部、、日日本本薬薬学学会会北北海海道道支支部部
共共催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部同同窓窓会会、、北北海海道道病病院院薬薬剤剤師師会会、、札札幌幌病病院院薬薬剤剤師師会会
後後援援：：北北海海道道薬薬剤剤師師会会、、日日本本薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー

おお問問いい合合わわせせ 〒060-0812 札幌市北区北12条西6丁目
生涯教育特別講座事務局 北海道大学大学院薬学研究院 臨床薬学教育研究センター
TEL/FAX 011-706-3705 E-mail：erccp@pharm.hokudai.ac.jp 

・・薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー受受講講シシーールル（（11単単位位））
・・日日病病薬薬病病院院薬薬学学認認定定薬薬剤剤師師制制度度 研研修修単単位位シシーールル

（（領領域域ⅡⅡ--66 教教育育・・研研 .. .. --11 病病 ・・ 務務
00..55単単位位

いいずずれれかか一一方方をを受受けけ取取るるここととががででききまますす。。奮奮っっててごご参参加加くくだだささいい。。

講演1

講演2
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夏季講演会

第第200回 北海道大学薬学部 生涯教育特別講座

主主催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部、、日日本本薬薬学学会会北北海海道道支支部部
共共催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部同同窓窓会会、、北北海海道道病病院院薬薬剤剤師師会会、、札札幌幌病病院院薬薬剤剤師師会会
後後援援：：北北海海道道薬薬剤剤師師会会、、日日本本薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー

おお問問いい合合わわせせ 〒060-0812 札幌市北区北12条西6丁目
生涯教育特別講座事務局 北海道大学大学院薬学研究院 臨床薬学教育研究センター
TEL/FAX 011-706-3705 E-mail：erccp@pharm.hokudai.ac.jp 

・薬剤師研修センター受講シール（1単位）
・・日日病病薬薬病病院院薬薬学学認認定定薬薬剤剤師師制制度度 研研修修単単位位シシーールル

（（領領域域 --11 薬薬 （（ 11単単位位でで申申
いいずずれれかか一一方方をを受受けけ取取るるここととががででききまますす。。奮奮っっててごご参参加加くくだだささいい。。

講講師師

薬剤師研修センタ 受講シ ル（1単位）

平平成成2299年年77月月2222日日
1155::0000～～1166::3300
北北海海道道大大学学薬薬学学部部 臨臨床床薬薬学学講講義義室室
（札幌市北区北12条西6丁目）

会費：無料（事前申申込込不不要要））

薬剤師 修セ

会費
定定員員：

セ

：無料（

修セ

：無
：：11550

タ 受講

事

タ 受

料（
0000名名
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2017 ）

第第200回 北海道大学薬学部 生涯教育特別講座

主主催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部、、日日本本薬薬学学会会北北海海道道支支部部
共共催催：：北北海海道道大大学学薬薬学学部部同同窓窓会会、、北北海海道道病病院院薬薬剤剤師師会会、、札札幌幌病病院院薬薬剤剤師師会会
後援：北海道薬薬剤剤師師会会、、日日本本薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー、、 会会後援：北海道
おお問問いい合合わわせせ 〒060-0812 札幌市北区北12条西6丁目
生涯教育特別講座事務局 北海道大学大学院薬学研究院 臨床薬学教育研究センター
TEL/FAX 011-706-3705 E-mail：erccp@pharm.hokudai.ac.jp 

日本 認定本 認定定定 位が取 できます。(1111111単位位位位)
、、・・薬薬剤剤師師研研修修セセンンタターー受受講講シシーールル（（11単単位位））

・・日日病病薬薬病病院院薬薬学学認認定定薬薬剤剤師師制制度度 研研修修単単位位シシーールル
（（領領域域 --11 11単単位位

いいずずれれかか一一方方をを受受けけ取取るるここととががででききまますす。。奮奮っっててごご参参加加くくだだささいい。。

定 位位位が きます ( 単単単単単位位)

平平成成2299年年99月月3300日日
1155：：3300～～1177：：3300 1155
（（1155：：3300 北北海海道道 北北大大薬薬

北北海海道道大大学学薬薬学学部部 臨臨床床薬薬学学講講義義室室
（札幌市北区北12条西6丁目）（札幌市北区北12条西6丁目）
会費：無料（事前申申込込不不要要））会費
定定員員：

無料：無
：：11550

事料（
0000名名

講講演演11

講講演演22

1155：：3300～～1166：：0000

1166：：0000～～1177：：3300

日
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